
論
説

西
山
政
権
下
に
お
け
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区

ー
一
七
八
八
－
一
八
〇
二
ー

は
じ
め
に

牧
　
野
　
元
　
紀

　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
院
朝
の
創
始
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
院
福
暎
は
一
八
〇
二
年
に
西
山
政
権
を
打
倒
し
、
ベ
ト
ナ
ム
全
土
の
統
一
を
果
た
し
た
（
コ
統
」
）
。
一
八
世
紀

末
か
ら
足
掛
け
三
十
年
に
お
よ
ぶ
西
山
と
の
戦
い
に
お
い
て
、
彼
は
「
パ
リ
外
国
宣
教
会
ピ
曽
ω
0
9
融
α
①
の
ζ
一
ω
巴
o
房
卑
雷
p
σ
q
警
①
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

9
勺
興
♂
（
以
下
、
M
E
P
と
略
称
）
」
の
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
で
コ
ー
チ
シ
ナ
代
牧
区
代
牧
司
教
の
任
に
あ
っ
た
ピ
ニ
ョ
i
・
ド
・

べ
ー
ヌ
空
σ
q
奉
讐
◎
①
し
U
爵
巴
⇔
①
と
親
交
を
結
び
、
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
を
含
む
国
内
外
の
「
反
西
山
」
の
諸
勢
力
か
ら
軍
事
的
・
経

済
的
支
援
を
得
た
。

　
二
統
」
に
お
け
る
ピ
ニ
ョ
ー
の
働
き
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
の
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
は
一
貫
し
て

「
反
西
山
」
勢
力
の
一
翼
と
し
て
従
来
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
西
山
政
権
治
下
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
活
動
は
戦
乱
と
弾
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圧
に
晒
さ
れ
、
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
メ
イ
ボ
ン
ζ
醸
ぴ
8
は
「
無
政
府
状
態
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

全
国
的
な
混
乱
で
宣
教
事
業
の
発
展
に
は
ま
っ
た
く
好
ま
し
く
な
い
状
況
で
あ
っ
た
」
と
概
括
す
る
。
ロ
ー
ネ
イ
い
碧
昌
亀
や
フ
ァ

　
　
（
8
）

ン
℃
げ
碧
に
代
表
さ
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
・
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
に
お
け
る
主
要
な
先
行
研
究
に
お
い
て
も
西
山
期
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の

活
動
は
低
調
で
あ
っ
た
と
の
認
識
が
均
し
く
も
た
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
何
れ
も
が
ピ
ニ
ョ
ー
の
管
轄
地
で
あ
り
、
院
福
暎
の
本
拠
地
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
南
部
（
コ
ー
チ
シ
ナ
）

に
つ
い
て
触
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
同
時
期
の
ベ
ト
ナ
ム
北
部
（
ト
ン
キ
ン
）
に
対
す
る
関
心
は
総
じ
て
低
い
と
い
っ
た
問
題
点
を
抱
え

　
（
9
）

て
い
る
。
そ
こ
で
は
先
行
研
究
の
見
解
が
無
批
判
に
継
承
さ
れ
た
結
果
、
M
E
P
の
支
持
し
た
院
福
映
の
「
正
統
性
」
を
強
調
す
る
あ

ま
り
、
逆
に
「
迫
害
者
」
と
し
て
の
西
山
の
イ
メ
ー
ジ
が
増
幅
さ
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。
一
次
資
料
に
基
づ
い
た
実
証
的
な
研
究
は
ほ

と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
幸
い
な
こ
と
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
M
E
P
は
そ
の
所
蔵
文
書
の
一
部
を
一
般
に
公
開
し
は
じ
め
て
い
る
。
こ
れ
を
う
け
て
ベ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ナ
ム
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
つ
い
て
の
歴
史
研
究
は
今
日
に
わ
か
に
進
展
の
兆
し
が
み
え
る
。
筆
者
も
こ
こ
数
年
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い

て
収
集
し
た
M
E
P
の
宣
教
師
書
簡
文
書
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
後
半
に
か
け
て
の
北
部
ベ
ト
ナ

ム
の
キ
リ
ス
ト
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
政
治
・
社
会
史
研
究
を
進
め
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
公
開
さ
れ
て
い
る
M
E
P
文
書
の
う
ち
、

「
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
≦
。
胃
す
け
9
弓
o
口
匹
昌
○
。
Ω
匹
①
三
巴
」
関
係
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
主
に
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

世
紀
末
の
宣
教
師
に
よ
る
書
簡
が
収
め
ら
れ
る
第
六
九
二
巻
か
ら
第
七
〇
二
巻
ま
で
の
手
稿
文
書
を
用
い
た
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
西
山
政
権
期
の
北
部
ベ
ト
ナ
ム
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
実
体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
弾

圧
者
と
し
て
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
な
さ
れ
る
西
山
像
に
再
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
作
業
を
つ
う
じ
、
キ

リ
ス
ト
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
む
し
ろ
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
、
一
九
世
紀
を
通
し
て
北
部
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
勢
力
を
伸
張
さ
せ
て
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い
く
基
盤
を
作
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う
。

第
一
章

西
山
政
権
以
前
に
お
け
る
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
の
概
況

　
　
－
紅
河
デ
ル
タ
と
ゲ
ア
ン

牧野

　
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
に
お
い
て
は
一
七
世
紀
中
葉
よ
り
、
M
E
P
が
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
任
命
を
受
け
た
代
牧
司
教
の
下
で
独
占
的
に

宣
教
事
業
を
行
な
っ
て
き
た
。
地
理
的
に
は
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
で
い
え
ば
、
紅
河
の
西
半
分
の
地
域
と
ザ
イ
ン
O
貯
p
げ
川
よ
り
北
部

の
地
域
に
相
当
す
る
。
大
ま
か
に
言
え
ば
西
北
部
の
山
岳
地
域
を
後
背
地
と
し
て
、
北
は
紅
河
デ
ル
タ
の
西
半
分
と
、
南
は
タ
イ
ン
ホ

ア
弓
げ
磐
げ
国
o
p
、
ゲ
ア
ン
乞
σ
q
げ
①
〉
鐸
の
両
地
方
を
含
み
、
コ
ー
チ
シ
ナ
と
の
境
を
接
す
る
ボ
ー
チ
ン
b
d
o
O
三
爵
ま
で
の
地
域
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

あ
る
。
代
牧
区
は
各
管
区
象
曾
二
9
に
下
位
分
割
さ
れ
て
い
た
が
、
中
核
と
な
る
の
は
紅
河
デ
ル
タ
（
ナ
ム
デ
ィ
ン
地
域
が
中
心
）
と

ゲ
ア
ン
（
ハ
テ
ィ
ン
と
ボ
ー
チ
ン
地
域
を
含
む
）
の
二
地
方
で
あ
る
。
な
お
、
西
北
山
岳
地
域
へ
の
布
教
が
本
格
化
す
る
の
は
一
九
世

紀
後
半
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
と
は
、
特
別
な
言
及
を
し
な
い
限
り
、
平
野
部
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
ベ
ト

ナ
ム
人
キ
ン
族
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
を
指
す
。

　
紅
河
デ
ル
タ
で
は
山
南
下
鎮
（
現
在
の
ナ
ム
デ
ィ
ン
省
）
に
属
す
る
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
テ
号
み
け
δ
暮
ひ
（
キ
リ
ス
ト
教
集
落
の
末
端
単

位
）
で
あ
る
ケ
ー
ヴ
ィ
ン
内
①
≦
つ
げ
に
歴
代
の
M
E
P
代
牧
司
教
が
居
住
し
、
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
全
体
の
中
心
地
と
し
て
機
能
し

た
。
ま
た
司
祭
や
カ
テ
キ
ス
タ
（
公
教
要
理
教
師
）
な
ど
現
地
人
の
聖
職
者
を
養
成
す
る
コ
レ
ー
ジ
ュ
と
セ
ミ
ネ
！
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
設

置
さ
れ
て
い
た
。
生
業
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
住
民
は
一
般
の
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
周
辺
住
民
と
目
立
っ
た
相
違
は
な
く
、
大
部

分
が
稲
作
を
中
心
と
す
る
農
業
に
従
事
し
て
い
た
。
ケ
ー
ヴ
ィ
ン
を
は
じ
あ
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
純
粋
ク
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レ
テ
ィ
ア
ン
テ
9
み
け
δ
暮
①
b
霞
Φ
」
は
紅
河
デ
ル
タ
に
お
い
て
は
少
数
存
在
す
る
の
み
で
、
村
落
形
態
と
し
て
は
非
キ
リ
ス
ト
教
徒

と
の
混
住
村
落
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

　
一
般
に
ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
的
な
村
落
で
は
村
落
内
構
成
員
の
団
結
と
序
列
を
象
徴
す
る
様
々
な
儀
礼
が
あ
る
が
、
村
落
内
に
居
住
す

る
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
「
迷
信
的
」
と
さ
れ
る
儒
教
あ
る
い
は
民
俗
宗
教
の
要
素
を
含
む
祭
礼
へ
の
参
加
を
拒
絶
し
た
の
で
、
他
の
住
民

と
の
衝
突
が
し
ば
し
ば
生
じ
た
。
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
通
常
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
祭
礼
費
用
の
応
分
負
担
も

し
く
は
そ
れ
以
上
の
金
銭
の
上
納
に
よ
っ
て
対
立
は
回
避
さ
れ
た
。
ま
た
納
税
や
兵
役
な
ど
の
国
家
へ
の
負
担
義
務
に
つ
い
て
は
一
般

住
民
と
区
別
が
な
く
共
同
で
割
当
に
応
じ
て
い
た
。
混
住
村
落
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
一
般
住
民
は
敵
対
と
協
調
を
は
ら
ん
だ

関
係
の
な
か
で
互
い
の
生
活
を
営
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
南
の
ゲ
ア
ン
（
も
し
く
は
ボ
ー
チ
ン
）
に
も
中
心
が
置
か
れ
、
通
常
は
協
働
司
教
。
8
＆
暮
①
霞
や
総
代
理
鷲
〇
三
。
巴
き
な

ど
代
牧
区
内
の
宣
教
師
指
導
部
の
次
席
級
が
管
轄
し
、
ケ
ー
ヴ
ィ
ン
に
比
べ
小
規
模
で
は
あ
っ
た
が
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
も
設
置
さ
れ
て

（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
K
）

い
た
。
元
来
、
気
候
的
に
は
稲
作
に
向
か
な
い
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
紅
河
デ
ル
タ
に
比
べ
る
と
、
農
業
従
事
者
の
割
合
は
相
対
的
に

低
か
っ
た
。
農
業
を
行
な
い
な
が
ら
も
、
綿
な
ど
の
商
品
作
物
や
塩
田
で
生
産
さ
れ
た
塩
、
魚
醤
、
あ
る
い
は
藤
蔓
な
ど
の
山
地
産
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

な
ど
を
紅
河
デ
ル
タ
へ
運
び
、
交
易
を
行
な
う
な
ど
、
舟
運
に
よ
る
商
業
で
生
計
を
立
て
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
沿
海
部
で
は
漁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

業
が
盛
ん
で
あ
り
、
宣
教
師
の
書
簡
に
も
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
す
る
漁
民
が
か
な
り
多
く
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
ゲ
ア
ン
に
お
い
て
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

人
と
は
一
般
に
農
業
か
漁
業
を
兼
業
し
て
い
る
か
、
三
者
が
結
合
し
た
形
態
を
と
る
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
ま
た
男
性
に
限
れ
ば
、
徴

兵
に
よ
っ
て
出
身
地
を
離
れ
る
者
が
紅
河
デ
ル
タ
地
域
に
比
べ
て
相
対
的
に
多
い
。
そ
の
精
鋭
こ
そ
が
、
黎
朝
後
期
に
お
け
る
鄭
氏
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

権
の
軍
事
力
を
支
え
た
、
い
わ
ゆ
る
「
清
又
優
兵
」
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
漁
民
や
商
人
な
ど
「
移
動
」
を
日
常
と
す
る
者
た
ち
と
同
様

に
、
頻
発
す
る
争
乱
な
ど
社
会
不
安
の
な
か
で
常
に
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
兵
士
の
残
さ
れ
た
家
族
（
女
性
・
子
供
・
老
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人
）
も
ま
た
不
安
定
な
生
活
環
境
下
に
置
か
れ
た
。

　
フ
ォ
レ
ス
ト
氏
は
こ
う
し
た
「
イ
テ
ィ
ネ
ラ
ン
三
忌
轟
暮
（
さ
す
ら
い
）
」
の
人
々
が
、
権
威
型
で
安
定
志
向
の
儒
教
で
は
な
く
、

儒
教
か
ら
は
異
端
と
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
、
あ
る
い
は
在
地
の
民
間
信
仰
に
傾
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
ゲ
ア
ン
で
は
一

八
世
紀
以
降
に
始
ま
る
儒
教
復
興
の
流
れ
に
沿
っ
た
儒
者
エ
リ
ー
ト
村
の
形
成
と
ほ
ぼ
同
時
並
行
的
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
み
か
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

る
純
粋
型
村
落
の
形
成
が
、
紅
河
デ
ル
タ
の
地
域
に
比
し
て
進
ん
で
い
た
と
す
る
。
純
粋
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
テ
で
は
、
混
住
村
落
で
み
ら

れ
る
よ
う
な
儀
礼
を
巡
る
「
異
教
徒
（
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
）
」
と
の
対
立
は
滅
多
に
生
じ
る
こ
と
が
な
く
、
住
み
分
け
が
ほ
ぼ
完
全
に

図
ら
れ
て
い
た
。
ゲ
ア
ン
に
お
け
る
儒
者
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
者
に
よ
る
双
方
の
「
歴
史
的
」
な
村
落
形
成
の
強
固
な
伝
統
は
、
一
九

世
紀
以
降
の
ベ
ト
ナ
ム
近
代
史
に
お
い
て
、
官
界
と
キ
リ
ス
ト
教
界
双
方
に
お
け
る
知
識
人
・
指
導
者
層
に
ゲ
ア
ン
の
村
落
出
身
者
が

少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ナ
ム
デ
ィ
ン
と
ゲ
ア
ン
の
こ
の
二
つ
の
布
教
中
心
地
は
鄭
氏
政
権
下
の
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
に
お
い
て
、
互
い
に
双
方
の
避
難
場
所
と

し
て
の
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
弾
圧
を
受
け
る
頻
度
が
高
く
、
被
害
が
大
き
い
の
は
通
常
、
ナ

ム
デ
ィ
ン
地
方
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
首
都
で
あ
る
タ
ン
ロ
ン
弓
げ
き
σ
q
い
8
σ
q
（
ハ
ノ
イ
）
に
近
い
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
る
。
逆
に
ゲ

ア
ン
は
地
理
的
に
首
都
か
ら
離
れ
て
お
り
、
中
央
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
た
行
政
・
司
法
権
を
も
つ
地
方
長
官
で
あ
る
「
鎮
守
σ
q
o
薯
①
〒

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

⇒
①
ξ
」
が
治
め
て
い
た
。
そ
の
う
え
、
鄭
氏
と
対
立
す
る
広
南
院
氏
（
コ
ー
チ
シ
ナ
）
と
の
前
線
に
近
く
、
清
又
優
兵
を
中
心
と
す

る
軍
事
動
員
の
要
地
で
あ
っ
た
こ
と
等
の
理
由
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
も
鎮
守
の
独
自
権
限
が
行
使
さ
れ
、
中
央
と
は
し
ば
し

ば
異
な
る
政
策
が
と
ら
れ
た
。

　
紅
河
デ
ル
タ
で
広
域
的
な
弾
圧
が
行
な
わ
れ
て
い
る
時
に
、
ゲ
ア
ン
で
は
鎮
守
を
は
じ
め
と
す
る
在
地
の
高
官
、
と
く
に
高
級
武
官

に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
庇
護
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は
当
地
在
任
時
の
み
な
ら
ず
中
央
政
権
に
お
け
る
軍
事
的
勢
力
基
盤
の
確
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（
2
1
）

保
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ゲ
ア
ン
出
身
兵
士
の
支
持
に
よ
る
自
身
の
勢
力
維
持
・
拡
大
を
に
ら
ん
だ
処
置
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
禁
教
令
を
と
お
し
た
ハ
ノ
イ
の
中
央
集
権
政
策
に
反
発
す
る
、
ゲ
ア
ン
の
地
方
官
の
既
得
権
益
保
護
の
動
き
、
た
と
え
ば

行
政
・
司
法
に
お
け
る
独
自
の
裁
量
権
の
誇
示
と
も
考
え
ら
れ
る
。
宣
教
師
の
書
簡
史
料
に
は
キ
リ
ス
ト
教
を
「
積
極
的
に
」
保
護
し

た
ゲ
ア
ン
鎮
守
が
多
々
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
に
実
例
を
若
干
掲
げ
て
み
る
。

　
古
く
は
M
E
P
に
よ
る
宣
教
開
始
以
前
の
一
六
二
九
年
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
．
ロ
ー
ド
≧
①
メ
9
ロ
脅
①
α
Φ

幻
げ
o
α
①
ω
ら
が
ト
ン
キ
ン
か
ら
の
強
制
退
去
を
命
じ
ら
れ
る
が
、
コ
ー
チ
シ
ナ
へ
向
か
う
途
中
、
鄭
主
の
弟
で
あ
る
ゲ
ア
ン
鎮
守
か
ら

　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

厚
遇
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
禁
教
令
の
さ
な
か
、
一
六
九
四
年
に
は
M
E
P
現
地
人
司
祭
の
リ
ー
い
望
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ゲ
ア
ン
鎮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

守
と
そ
の
妻
の
助
力
を
得
て
追
跡
を
免
れ
た
。
さ
ら
に
鄭
欄
政
権
下
の
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
に
お
い
て
難
を
逃
れ
る
た
め
に
、
ナ
ム
デ
ィ

ン
在
住
の
代
牧
司
教
ベ
ロ
じ
d
9
9
は
一
七
＝
二
年
か
ら
一
七
二
三
年
の
十
年
間
、
ゲ
ア
ン
鎮
守
の
保
護
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
）

を
当
地
方
の
チ
ャ
ン
デ
ン
に
移
し
て
い
る
。

　
フ
ォ
レ
ス
ト
氏
に
よ
れ
ば
、
自
閉
的
で
内
向
的
な
性
格
を
も
つ
鄭
森
政
権
下
で
中
央
権
力
が
瓦
解
し
始
め
た
一
七
三
〇
年
代
以
降
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

お
い
て
、
ゲ
ア
ン
と
タ
イ
ン
ホ
ア
は
完
全
に
鎮
守
の
権
力
下
に
置
か
れ
、
小
独
立
国
家
の
様
相
を
み
せ
は
じ
あ
た
と
い
う
。
た
と
え
ば

一
七
六
四
年
、
ゲ
ア
ン
で
は
キ
リ
ス
ト
教
を
迫
害
し
た
と
い
う
三
人
の
高
官
が
、
当
地
の
鎮
守
の
命
令
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
同
時
に
罷
免
さ

れ
処
罰
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
鎮
守
は
各
村
落
の
村
役
人
に
対
し
て
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
へ
の
迫
害
を
含
め
て
、
治
安
を
乱
す
行
為
を
厳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

し
く
禁
じ
る
法
令
を
出
し
た
。
ま
た
一
七
七
三
年
か
ら
一
七
七
八
年
の
間
、
紅
河
デ
ル
タ
地
帯
に
お
い
て
は
大
弾
圧
が
行
な
わ
れ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

ゲ
ア
ン
で
は
通
常
通
り
の
宣
教
活
動
が
行
わ
れ
、
宣
教
師
の
多
く
が
避
難
先
を
求
め
た
と
さ
れ
る
。

　
一
七
七
七
年
に
鄭
氏
政
権
内
に
お
け
る
有
力
な
武
官
の
一
人
で
あ
っ
た
黄
素
履
（
黄
廷
宝
）
が
ゲ
ア
ン
鎮
守
に
任
命
さ
れ
る
。
黄
素

履
は
キ
リ
ス
ト
教
の
庇
護
者
で
あ
り
、
一
七
七
九
年
以
降
、
彼
が
タ
ン
ロ
ン
に
戻
り
、
政
権
内
で
実
権
を
握
る
よ
う
に
な
る
と
ナ
ム
デ
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（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

イ
ン
で
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
官
人
が
長
官
と
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
弾
圧
は
終
息
す
る
。
同
時
期
、
ゲ
ア
ン
で
は
鎮
守
の
母
親
が
死

の
直
前
に
洗
礼
を
受
け
、
そ
の
葬
礼
も
鎮
守
の
臨
席
の
下
で
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
が
企
画
さ
れ
た
。
こ
の
鎮
守
も
や
は
り
、
非

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
っ
て
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て
い
た
金
銭
収
奪
を
目
的
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
す
る
訴
追
を
却
下
し
た
り
、
悪
質

な
訴
追
者
に
対
し
て
は
罰
則
を
設
け
て
逆
訴
追
を
行
な
・
た
り
す
る
な
ど
・
終
始
キ
リ
ス
ト
教
を
保
護
し
た
と
さ
馳
・

　
ゲ
ア
ン
に
お
け
る
地
方
政
治
権
力
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
保
護
の
伝
統
の
背
景
に
は
、
鎮
守
を
は
じ
め
と
す
る
在
地
地
方
権
力
が
中
央

の
国
家
権
力
の
浸
透
（
こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
政
策
）
に
対
し
て
行
政
・
司
法
に
お
け
る
独
自
の
権
益
を
保
持
す
る
ね
ら
い
が
あ

っ
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
独
自
の
裁
量
権
の
誇
示
と
治
安
の
安
定
に
よ
り
、
軍
・
民
に
お
い
て
在
地
で
の
威
光
と
支
持
の
獲
得
が
企
図

さ
れ
た
。
一
方
で
教
会
側
も
こ
の
よ
う
な
分
権
的
な
政
治
体
制
を
十
分
把
握
し
て
お
り
、
そ
れ
を
巧
み
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教

勢
を
伸
ば
し
た
。
は
た
し
て
西
山
政
権
下
に
お
い
て
も
、
両
者
の
こ
の
共
生
的
な
構
造
は
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

第
二
章
　
光
中
帝
治
世
期
（
一
七
八
八
－
一
七
九
二
）

第
一
節
　
光
中
帝
と
キ
リ
ス
ト
教

　
黎
朝
末
期
の
政
治
・
社
会
の
混
乱
の
な
か
で
ベ
ト
ナ
ム
全
土
の
統
一
に
成
功
し
た
西
山
三
兄
弟
の
う
ち
ト
ン
キ
ン
の
実
権
を
掌
握
し

た
玩
恵
は
黎
朝
を
廃
し
、
一
七
八
八
年
に
光
中
帝
を
自
称
し
た
。
彼
は
清
朝
の
遠
征
軍
を
撃
退
し
た
が
、
つ
い
に
は
「
安
南
国
王
」
と

し
て
乾
隆
帝
よ
り
冊
封
を
受
け
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
勢
力
範
囲
は
ト
ン
キ
ン
全
土
か
ら
コ
ー
チ
シ
ナ
北
中
部
に
及
び
、
首
府
は
冨
春

（
フ
エ
）
に
置
か
れ
た
。

　
光
中
帝
治
世
下
の
ト
ン
キ
ン
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
目
立
っ
た
迫
害
は
宣
教
師
書
簡
の
中
に
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
な
い
。
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新
た
な
支
配
地
域
と
し
て
ト
ン
キ
ン
を
含
む
こ
と
に
な
っ
た
光
中
帝
の
政
権
中
枢
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

シ
ン
パ
の
官
人
に
よ
る
影
響
力
が
行
使
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
宣
教
師
ラ
・
モ
ッ
ト
『
曽
ζ
o
夢
Φ
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
官
人
や
兵
士
の
な
か
に
も
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
を
持
つ
者
が
増
え
始
め
て
お
り
、
有
能
な
大
臣
の
下
で
盗
賊
も
厳
し
く
取
り
締
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
　
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
は
鄭
氏
の
王
た
ち
の
時
代
に
比
べ
て
も
自
由
で
あ
り
、
復
活
祭
も
盛
大
に
祝
う
こ
と
が
で
き
た

　
ま
た
、
同
僚
の
宣
教
師
ラ
ン
グ
ロ
ワ
も
後
に
光
中
帝
の
治
世
を
顧
み
て
以
下
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

　
　
コ
ー
チ
シ
ナ
人
が
ト
ン
キ
ン
を
占
領
し
て
以
来
、
そ
の
残
虐
さ
と
暴
政
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
は
ま
っ
た
く
迫
害
さ
れ

　
　
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
う
ち
の
何
人
か
は
、
と
り
わ
け
高
官
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
恩
恵
を
与
え
、
こ
れ
ま
で
の
ト
ン
キ
ン
の
ほ
と
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詔
）

　
　
ど
の
王
の
政
府
よ
り
も
よ
ほ
ど
自
由
を
享
受
で
き
た

　
光
中
帝
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
穏
便
な
姿
勢
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
は
政
権
の
対
外
政
策
の
転
換
に
求

め
ら
れ
る
。
政
権
が
安
定
化
し
は
じ
め
た
こ
の
時
期
に
、
光
中
帝
は
海
賊
集
団
の
み
に
依
拠
す
る
従
来
の
貿
易
体
制
を
改
め
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
提
携
を
模
索
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
一
七
九
一
年
初
頭
、
光
中
帝
は
寵
愛
を
与
え
て
い
る
夫
人
の
病
気
治
療
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
医
師
を
探
し
求
め
た
。
そ
こ
で
M

E
P
は
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
光
中
帝
の
要
請
に
応
え
る
形
で
、
北
コ
ー
チ
シ
ナ
に
い
た
当
時
最
年
少
の
宣
教

　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

師
ジ
ラ
ー
ル
O
マ
胃
O
を
王
宮
へ
派
遣
し
、
同
年
の
三
月
七
日
か
ら
医
者
と
し
て
、
夫
人
の
看
護
に
あ
た
ら
せ
た
。
こ
の
夫
人
を
か
つ

て
看
護
し
、
治
癒
さ
せ
た
の
が
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
宮
廷
内
に
い
た
光
中
帝
側
近
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

官
人
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
招
請
の
主
な
理
由
と
当
初
は
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
方
で
、
光
中
帝
が
ジ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

ル
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
軍
事
援
助
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
と
の
見
解
も
宣
教
師
た
ち
の
間
か
ら
出
さ
れ
た
。
光

中
帝
は
、
南
部
で
抗
争
中
の
兄
の
院
岳
、
ド
ン
ナ
イ
（
コ
ー
チ
シ
ナ
南
部
）
の
院
福
暎
、
黎
朝
一
族
が
潜
伏
す
る
中
国
（
清
朝
）
と
の
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対
抗
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
と
の
接
近
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
事
実
、
光
中
帝
の
依
頼
を
受
け
た
ジ
ラ
ー
ル
は
マ
カ
オ
に
お
い
て
、
ド
ン
ナ
イ
で
院
福
暎
と
の
通
商
に
失
敗
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
籍
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

マ
カ
オ
船
と
ス
ペ
イ
ン
籍
の
マ
ニ
ラ
船
か
ら
十
万
リ
ー
ヴ
ル
軒
話
の
硫
黄
を
入
手
す
べ
く
同
船
と
折
衝
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
光

中
帝
政
府
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
と
の
そ
の
後
の
交
渉
は
頓
挫
す
る
。
そ
も
そ
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
マ
カ
オ
総
督
は
西
山
と
は
い
か
な
る
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

渉
も
も
た
な
い
方
針
を
と
っ
て
い
た
。
一
方
西
山
の
側
で
も
光
中
帝
の
突
然
の
死
に
よ
っ
て
、
政
権
内
で
の
権
力
闘
争
が
生
じ
る
こ
と

と
な
り
、
政
策
の
継
続
性
が
絶
た
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
七
九
三
年
に
亡
き
光
中
帝
の
許
可
状
を
も
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
船
が
ト
ゥ
ー

ロ
ン
弓
o
霞
o
口
（
ダ
ナ
ン
）
港
に
入
港
す
る
も
の
の
、
事
情
を
解
さ
な
い
光
中
帝
の
遺
児
の
軍
船
に
追
い
払
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起

　
　
（
4
0
）

き
て
い
る
。
こ
れ
は
光
中
帝
死
後
の
西
山
政
権
が
皇
帝
を
中
心
と
し
た
確
固
た
る
意
思
統
一
の
シ
ス
テ
ム
を
有
し
て
お
ら
ず
、
体
制
基

盤
の
脆
弱
性
を
端
的
に
示
し
た
一
例
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
光
中
帝
を
含
め
て
初
期
の
西
山
政
権
中
枢
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
対
外
政
策
上
、
保
護
の
対
象
と
な
り
え
て
も
、
弾

圧
の
対
象
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
こ
で
は
確
か
め
ら
れ
る
。

第
二
節
　
ト
ン
キ
ン
宣
教
団
の
反
応
1
「
黎
朝
昭
統
帝
」
の
出
現
？
1

　
光
中
帝
が
た
と
え
「
善
政
」
を
布
き
、
キ
リ
ス
ト
教
に
「
好
意
的
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
教
会
側
か
ら
「
暴
君
ξ
憎
9
・
ロ
」
と
呼
ば

れ
つ
づ
け
た
の
は
、
コ
ー
チ
シ
ナ
代
牧
司
教
ピ
ニ
ョ
ー
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
発
揮
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
M
E
P

は
総
意
と
し
て
、
院
福
暎
の
み
を
唯
一
の
「
正
統
な
志
魁
寓
日
Φ
」
王
と
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ト

ン
キ
ン
の
M
E
P
宣
教
団
は
こ
の
時
期
、
院
福
暎
軍
が
コ
ー
チ
シ
ナ
南
部
で
西
山
勢
力
と
一
進
一
退
を
繰
り
返
す
低
調
な
戦
況
に
鑑
み

て
・
院
福
暎
に
よ
る
統
重
業
の
実
現
性
そ
の
も
の
に
疑
念
を
も
ち
始
め
て
馳
・
そ
の
う
え
・
た
と
え
チ
・
ア
゜
艶
の
称
号
を
有
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し
て
い
た
と
は
い
え
、
コ
ー
チ
シ
ナ
人
で
あ
る
院
福
暎
に
対
す
る
ト
ン
キ
ン
人
一
般
の
衆
望
は
未
だ
熟
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
一
七
九
〇
年
の
春
先
、
山
岳
地
域
に
近
い
教
区
の
現
地
人
司
祭
ブ
イ
ン
団
ξ
ロ
げ
の
下
で
黎
朝
紹
統
帝
を
名
乗
る
若
者
が
暮
ら
し
て

　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

い
る
と
の
噂
が
広
ま
る
。
黎
朝
王
権
の
纂
奪
者
で
あ
る
西
山
政
権
の
光
中
帝
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
と
、
さ
ら
に
は
院
福
暎
を
含
む

新
来
の
コ
ー
チ
シ
ナ
人
の
勢
力
に
対
す
る
ト
ン
キ
ン
の
優
越
性
の
根
拠
を
模
索
し
て
い
た
ト
ン
キ
ン
宣
教
団
に
と
っ
て
、
こ
の
若
者
の

出
現
は
ま
さ
に
時
宜
を
得
て
い
た
。
と
く
に
宣
教
師
ラ
・
モ
ッ
ト
は
黎
朝
復
興
の
熱
心
な
支
持
者
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
彼
は
院
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岨
）

暎
を
指
し
て
「
ト
ン
キ
ン
お
よ
び
コ
ー
チ
シ
ナ
の
最
高
官
人
で
あ
る
が
皇
室
の
者
で
は
な
い
」
と
明
言
し
、
院
福
暎
の
即
位
後
に
キ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

ス
ト
教
が
必
ず
し
も
安
泰
で
あ
る
保
証
は
な
い
こ
と
を
予
見
す
る
。
ま
た
、
「
院
福
暎
に
よ
っ
て
こ
の
黎
朝
昭
統
帝
を
復
位
さ
せ
、
黎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

朝
統
治
の
も
と
で
信
教
の
自
由
を
獲
得
す
べ
き
」
と
の
見
解
さ
え
示
し
て
い
る
。
こ
の
昭
統
帝
擁
立
の
構
想
は
若
者
の
素
性
が
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

と
な
り
、
ま
も
な
く
頓
挫
す
る
が
、
黎
朝
復
興
運
動
は
院
朝
成
立
後
も
一
九
世
紀
を
つ
う
じ
て
ト
ン
キ
ン
に
お
け
る
反
政
府
運
動
の
主

要
な
軸
を
形
成
す
る
。
一
般
に
、
ト
ン
キ
ン
に
お
け
る
黎
朝
復
興
運
動
は
ト
ン
キ
ン
人
の
コ
ー
チ
シ
ナ
人
に
対
す
る
反
発
と
警
戒
の
現

れ
で
あ
る
が
、
M
E
P
内
部
に
お
い
て
は
、
布
教
伝
統
の
蓄
積
を
誇
る
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
の
宣
教
団
が
、
ピ
ニ
ョ
ー
の
下
で
ベ
ト
ナ

ム
宣
教
の
主
導
権
を
握
っ
た
コ
ー
チ
シ
ナ
代
牧
区
に
対
す
る
優
越
性
を
主
張
す
る
意
味
合
い
を
含
ん
で
い
た
。

　
ジ
ラ
ー
ル
が
光
中
帝
か
ら
の
働
き
か
け
に
応
じ
、
ラ
・
モ
ッ
ト
が
黎
朝
昭
統
帝
の
擁
立
の
可
能
性
を
模
索
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
は
、

西
山
勢
力
下
に
お
か
れ
た
ト
ン
キ
ン
と
北
コ
ー
チ
シ
ナ
の
M
E
P
宣
教
師
達
が
、
ピ
ニ
ョ
ー
の
主
導
で
進
め
ら
れ
た
ド
ン
ナ
イ
の
院
福

暎
と
の
提
携
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
完
全
な
同
意
を
与
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
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第
［
節
ロ
ン
ジ
ェ
の
司
教
就
任
と
主
な
活
動
（
一
七
九
一
一
1
一
七
九
五
）

　
宣
教
師
ロ
ン
ジ
ェ
い
o
づ
σ
q
零
は
一
七
七
六
年
に
フ
ラ
ン
ス
よ
り
マ
カ
オ
経
由
で
コ
ー
チ
シ
ナ
代
牧
区
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
北

コ
ー
チ
シ
ナ
の
ク
ア
ン
チ
の
β
碧
σ
q
円
鼠
地
方
を
中
心
と
し
た
地
域
で
十
四
年
の
宣
教
活
動
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
は
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

ン
キ
ン
に
派
遣
予
定
の
宣
教
師
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
　
一
七
八
九
年
に
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
で
は
代
牧
司
教
の
ダ
ヴ
ー
ス
ト

∪
㊤
＜
2
雲
は
じ
め
三
人
の
宣
教
師
が
相
次
い
で
死
亡
し
た
た
め
に
宣
教
師
の
不
足
を
補
う
必
要
が
あ
っ
た
等
の
理
由
に
よ
り
一
七
九

〇
年
に
ト
・
キ
・
へ
転
出
と
な
・
た
・
同
年
＋
二
月
に
は
・
ン
ジ
・
を
司
教
に
叙
す
る
教
書
が
。
↓
よ
り
騒
・
一
七
九
一
年
七
月

十
三
日
、
ロ
ン
ジ
ェ
は
司
教
叙
階
を
受
け
る
た
め
、
陸
路
に
て
マ
カ
オ
に
到
着
し
、
翌
年
九
月
三
十
日
に
マ
カ
オ
司
教
に
よ
り
聖
別
を

　
（
5
0
）

受
け
た
。

　
一
七
九
三
年
二
月
中
旬
、
彼
は
光
中
帝
の
要
請
に
よ
り
マ
カ
オ
で
商
務
に
当
た
っ
て
い
た
ジ
ラ
ー
ル
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
到
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

し
た
ば
か
り
の
ラ
ン
グ
ロ
ワ
、
ジ
ャ
ロ
q
輿
o
け
を
伴
い
、
マ
カ
オ
を
出
港
し
、
ト
ン
キ
ン
に
は
三
月
七
日
に
到
着
す
る
。
西
ト
ン
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

ン
代
牧
区
で
は
こ
の
時
点
で
総
勢
十
人
の
宣
教
師
が
集
結
し
、
同
代
牧
区
史
上
最
大
の
宣
教
師
数
を
数
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
日
後

の
十
日
に
は
ス
ペ
イ
ン
・
ド
ミ
ニ
コ
会
の
宣
教
師
ア
ロ
ン
ソ
≧
o
嵩
o
を
東
ト
ン
キ
ン
代
牧
司
教
と
し
て
聖
別
し
、
四
月
に
は
現
地
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

司
祭
十
名
を
叙
階
し
、
現
地
人
聖
職
者
の
不
足
を
補
っ
た
。
さ
ら
に
九
月
二
十
一
日
に
は
ゲ
ア
ン
と
北
コ
ー
チ
シ
ナ
に
隣
接
す
る
ボ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

チ
ン
で
ラ
．
バ
ル
テ
ッ
ト
い
p
b
U
p
詳
9
8
を
コ
ー
チ
シ
ナ
代
牧
区
の
ピ
ニ
ョ
ー
の
協
働
司
教
と
し
て
叙
階
し
、
代
牧
区
内
の
管
区
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

備
に
も
力
を
注
い
だ
。
当
時
、
ボ
ー
チ
ン
に
は
九
千
人
の
信
者
が
居
住
し
て
い
た
が
、
代
牧
司
教
未
踏
の
地
で
あ
り
、
ロ
ン
ジ
ェ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

っ
て
は
じ
め
て
本
格
的
な
整
備
が
行
な
わ
れ
、
小
教
区
三
つ
と
司
祭
六
人
が
配
置
さ
れ
た
。

　
ま
た
一
七
九
三
年
末
か
ら
一
七
九
五
年
の
中
ご
ろ
ま
で
に
四
万
人
の
信
者
が
居
住
し
て
い
た
と
さ
れ
る
ゲ
ア
ン
・
ハ
テ
ィ
ン
両
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

を
精
力
的
に
巡
回
し
、
司
教
と
し
て
は
三
～
四
十
年
ぶ
り
と
な
る
訪
問
を
実
現
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
一
七
九
四
年
に
は
同
地
方
で
キ
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十

十
　
十
　
十
　
⊥
T
　
－
†
　
十
　
十
　
⊥
T
　
⊥
T
　
十
　
十

リ
ス
ト
教
徒
を
庇
護
し
人
望
を
集
め
て
い
た
西
山
の
高
官
と
　
8
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

面
会
し
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
自
由
を
保
障
さ
れ
て
い
る
。
　
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
牧
司
教
ロ
ン
ジ
ェ
の
訪
問
と
政
治
権
力
者
の
保
護
に
よ
り
、
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研

ゲ
ア
ン
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
は
さ
ら
な
る
拡
大
を
　
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文

み
せ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

第
一
一
節
　
禁
教
令
（
一
七
九
五
）
1
原
因
と
結
果
－

　
光
中
帝
の
死
後
、
西
山
政
権
内
で
は
廷
臣
に
よ
る
権
力
抗

争
が
続
い
て
い
た
。
書
簡
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
七
九
三
年
に

は
摂
政
が
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
他
の
高
級
官
人
も
内
乱
罪
で
の

逮
捕
と
処
刑
が
相
次
ぎ
、
な
か
で
も
キ
リ
ス
ト
教
に
好
意
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

な
高
級
官
人
の
大
半
が
消
え
去
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
光
中

帝
の
後
継
で
あ
る
遺
児
の
院
光
績
の
母
方
の
伯
父
、
襲
徳
宣

を
中
心
と
す
る
勢
力
の
西
山
政
権
内
に
お
け
る
権
力
奪
取
の

過
程
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
装
徳
宣
は
ま
も
な
く
摂
政
と

な
り
、
政
権
中
枢
を
掌
握
し
た
。

　
一
七
九
四
年
八
月
に
斐
徳
宣
が
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
を
示
唆

し
た
と
の
噂
が
広
ま
る
。
ま
た
北
コ
ー
チ
シ
ナ
の
高
官
（
副



パリ外国宣教会西トンキン代

ル・ロワ　Le　Roy

ラ・モット　La　Moth

エイヨ　Eyot

ロンジェ　Longer

ゲラール　Gu6rard

○　不在

ラングロワ　Langloi：

ジラール　Girard（：

†　没年 ＋　在任年

王
≦
8
即
9
）
が
、
院
福
暎
軍
を
指
揮
す
る
フ
ラ
ン
ス
人

オ
リ
ヴ
ィ
エ
○
＝
£
零
を
み
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
関
与
が
疑

わ
れ
る
同
地
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
し
て
激
怒
し
、
迫
害
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

示
唆
し
た
と
の
情
報
が
宣
教
師
側
に
伝
わ
っ
て
る
。

　
一
七
九
五
年
一
月
、
禁
教
令
が
公
布
さ
れ
る
。
斐
徳
宣
は

元
仏
僧
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
仏
教
の
振
興
も
キ
リ
ス
ト

教
禁
令
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
仏

教
は
キ
リ
ス
ト
教
と
信
仰
受
容
層
が
重
な
っ
て
お
り
、
両
者

は
競
合
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の
禁
教
令
の
な
か
で
は
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
教
会
を
撤
去
し
、
代
わ
り
に
仏
教
寺
院
を
建
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
慶
め
る
こ
と
が
命
令
さ
れ
た
と
い
う
。

　
紅
河
デ
ル
タ
地
帯
（
ハ
ノ
イ
）
に
お
い
て
は
二
月
二
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

に
公
布
さ
れ
、
襲
徳
宣
の
意
を
汲
む
ト
ン
キ
ン
副
王
の
呉
文

楚
に
よ
り
厳
格
に
執
行
さ
れ
た
。
呉
文
楚
は
公
布
に
あ
た
り
、

キ
リ
ス
ト
教
に
寛
容
で
あ
っ
た
故
光
中
帝
に
対
す
る
キ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
餌
）

ト
教
徒
の
不
義
理
を
責
あ
た
と
さ
れ
る
。
宣
教
師
捕
縛
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

め
に
紅
河
デ
ル
タ
の
各
地
で
多
く
の
間
諜
が
放
た
れ
た
。
ル
・

ロ
ワ
い
①
カ
o
図
に
よ
る
と
、
西
山
政
府
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
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パ
人
宣
教
師
の
逮
捕
命
令
は
、
逮
捕
後
に
宣
教
師
を
ド
ン
ナ
イ
へ
向
か
わ
せ
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
院
福
暎
に
助
勢
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

い
よ
う
に
交
渉
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
と
い
う
。

　
一
方
、
こ
の
時
期
、
ゲ
ア
ン
・
ボ
ー
チ
ン
地
方
で
は
、
「
禁
教
令
に
乗
じ
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
迫
害
し
た
の
は
異
教
徒
か
小
官
人
の

み
で
あ
り
、
高
官
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
好
意
的
な
処
置
を
ほ
ど
こ
し
、
訴
訟
に
お
い
て
も
、
大
抵
キ
リ
ス
ト
教
徒
側
に
有
利
な
裁
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

し
た
」
と
同
地
の
宣
教
師
ゲ
ラ
ー
ル
Q
ロ
曾
胃
O
は
報
告
し
て
い
る
。
　
ま
た
ラ
・
モ
ッ
ト
は
、
私
財
を
投
じ
て
教
会
を
救
う
た
め
に
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

大
な
貢
献
を
し
た
西
山
の
一
婦
人
に
洗
礼
を
施
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
さ
ら
に
八
月
に
は
ラ
・
ピ
サ
シ
ェ
ー
ル
じ
㊤
b
d
お
銘
。
げ
酵
Φ
が

キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
が
キ
リ
ス
ト
教
に
高
い
評
価
を
与
え
た
と
い
う
現
地
高
官
の
庇
護
を
受
け
、
官
人
ら
の
臨
席
の
も
と
で
大
々

的
な
ミ
サ
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
高
官
は
配
下
の
官
人
た
ち
に
、
ラ
・
ピ
サ
シ
ェ
ー
ル
の
宗
教
行
為
を
妨
害
し
、
ミ
サ
に
参
加
す
る

婦
女
子
に
暴
言
を
は
く
者
は
即
刻
斬
首
す
る
と
の
通
達
を
出
し
た
と
い
う
。
ミ
サ
に
は
千
人
の
信
者
の
男
女
が
三
日
間
参
列
し
、
そ
の

三
倍
の
数
の
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
見
物
に
訪
れ
、
百
五
十
人
の
官
人
も
参
列
し
て
い
る
。
ラ
・
ピ
サ
シ
ェ
ー
ル
は
こ
の
機
会
に
官
人
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

ち
へ
訴
訟
を
起
こ
し
、
弾
圧
中
に
没
収
さ
れ
た
教
会
を
取
り
戻
す
こ
と
に
成
功
し
、
荘
厳
な
ミ
サ
の
光
景
を
み
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

キ
リ
ス
ト
教
徒
を
魅
了
し
、
説
教
に
耳
を
傾
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
西
山
政
権
の
権
力
行
使
が
禁
教
令
を
と
お
し
て
、
フ
エ
と
ハ
ノ
イ
で
は
機
能
す
る
が
、
ゲ
ア
ン
で
は
機
能
し
な
か
っ
た
事
実
は
、
黎

朝
鄭
氏
政
権
以
来
の
伝
統
、
す
な
わ
ち
中
央
の
政
策
執
行
が
在
地
権
力
者
（
鎮
守
・
副
王
）
の
独
自
権
限
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
ゲ
ア

ン
の
地
域
的
特
性
が
、
こ
こ
で
も
な
お
存
続
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
ラ
・
ピ
サ
シ
ェ
ー
ル
主
宰
の
盛
大
な
ミ
サ
が
成
功
し
た

要
因
は
、
直
接
的
に
は
彼
自
身
の
積
極
的
な
宣
教
活
動
と
ロ
ン
ジ
ェ
司
教
の
指
導
力
に
求
め
ら
れ
る
が
、
や
は
り
ゲ
ア
ン
を
治
め
た
地

方
長
官
の
庇
護
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
禁
教
令
公
布
の
三
ヵ
月
後
に
再
び
政
変
が
生
じ
る
。
斐
徳
宣
・
呉
文
楚
に
よ
る
新
王
の
暗
殺
計
画
が
、
政
権
内
で
対
立
す
る
元
ト
ン
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（
7
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
2
）

キ
ン
副
王
の
武
文
勇
・
陳
文
紀
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
暴
露
さ
れ
る
。
斐
徳
宣
は
処
刑
さ
れ
、
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
内
に
は
平
穏
が
戻

る
。
一
七
九
五
年
の
こ
の
禁
教
令
は
各
地
で
宣
教
師
の
避
難
や
金
銭
目
的
の
信
者
の
略
取
誘
拐
な
ど
を
も
た
ら
し
た
が
、
執
行
期
間
が

短
く
、
政
権
内
で
主
導
権
を
奪
い
返
し
た
武
文
勇
ら
が
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
再
び
穏
健
な
政
策
を
と
っ
た
た
め
に
、
代
牧
区
内
に
お

け
る
実
質
的
な
被
害
は
さ
ほ
ど
拡
大
す
る
こ
と
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
変
わ
ら
ぬ
勢
力
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
。

牧野

第
三
節
　
教
区
会
議
の
開
催
（
一
七
九
五
）

　
一
七
九
五
年
十
月
、
教
区
会
議
の
葦
o
仙
Φ
が
開
催
さ
れ
た
。
禁
教
令
に
よ
っ
て
混
乱
が
生
じ
た
代
牧
区
の
速
や
か
な
建
て
直
し
を
図

る
と
と
も
に
、
光
中
帝
以
降
の
西
山
政
権
下
に
お
け
る
宗
教
活
動
の
自
由
に
よ
り
弛
緩
し
つ
つ
あ
っ
た
宣
教
団
内
部
の
引
き
締
め
と
、

司
教
就
任
以
来
宣
教
の
効
率
性
を
目
指
す
ロ
ン
ジ
ェ
の
組
織
体
制
を
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
の
間
で
改
め
て
追
認
す
る
た
め
の
会
議
で
あ

っ
た
。
代
牧
区
宣
教
師
十
人
中
八
人
の
宣
教
師
が
出
席
し
、
出
席
者
ほ
ぼ
全
員
の
賛
同
を
得
て
、
秘
跡
授
与
に
つ
い
て
の
細
則
、
宣
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

師
、
現
地
人
司
祭
、
カ
テ
キ
ス
タ
、
学
生
ら
の
行
動
規
範
の
改
定
が
な
さ
れ
た
。

　
な
か
で
も
重
要
な
取
り
決
め
と
し
て
、
司
教
の
下
で
各
宣
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
管
区
を
受
け
持
ち
、
管
区
内
の
小
教
区
℃
鷲
o
一
ω
ω
Φ

を
管
轄
す
る
現
地
人
の
教
区
司
祭
達
を
監
督
す
る
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
管
区
内
の
現
地
人
聖
職
者
養
成
施
設
で
あ
る
「
神
の

　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

家
ζ
巴
ω
8
匹
①
U
δ
自
」
の
運
営
や
「
十
字
架
の
愛
人
》
ヨ
p
暮
①
ω
q
①
冨
9
9
×
」
と
よ
ば
れ
る
修
道
女
達
の
施
設
も
そ
れ
ぞ
れ
所

在
の
管
区
担
当
の
宣
教
師
が
管
理
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
は
日
常
の
布
教
活
動
で
あ
る
秘
跡
授
与
な
ど

で
は
通
常
の
司
祭
と
し
て
の
職
権
を
有
す
る
が
、
管
区
内
に
お
い
て
は
各
小
教
区
に
居
住
す
る
現
地
人
の
教
区
付
司
祭
た
ち
を
束
ね
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

上
長
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
各
管
区
は
三
つ
の
小
教
区
に
分
割
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
と
し
て
現
地
人
司
祭
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

配
し
、
宣
教
師
が
監
督
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
の
現
地
人
司
祭
に
対
す
る
優
越
性
が
完
全
に
確
定
す
る
こ
と
と
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な
り
、
代
牧
司
教
を
頂
点
と
す
る
聖
職
者
間
に
お
け
る
階
層
制
と
代
牧
区
内
に
お
け
る
命
令
系
統
が
確
立
し
た
。

　
ま
た
M
E
P
の
マ
カ
オ
管
財
所
に
対
し
て
個
人
的
な
注
文
と
消
費
が
許
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
宣
教
師
一
人
当
た
り
年
間
十
ピ
ア
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

ト
ル
且
β
・
の
跨
㊥
の
支
給
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
重
要
な
改
革
点
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
個
人
消
費
の
認
可
は
元
来
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

共
有
財
産
制
度
を
経
済
的
基
盤
と
し
て
い
た
ト
ン
キ
ン
の
M
E
P
宣
教
団
史
上
は
じ
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。
担
当
管
区
に
お
い
て
捕

縛
さ
れ
た
信
者
や
聖
職
者
の
買
戻
し
（
身
代
金
）
費
用
、
貧
窮
者
へ
非
公
式
な
融
通
な
ど
、
割
り
当
て
ら
れ
た
資
金
の
運
用
に
つ
い
て
、
鰯

現
地
に
居
住
す
る
宣
教
師
各
自
の
判
断
に
基
づ
い
た
柔
軟
な
対
応
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
四
節
　
布
教
活
動
の
再
活
性
化
（
一
七
九
六
1
一
七
九
七
）

　
弾
圧
が
終
わ
り
、
教
区
会
議
で
の
決
定
事
項
に
基
づ
い
て
、
司
教
の
ロ
ン
ジ
ェ
を
含
む
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
十
人
に
よ
る
体
制
が
軌

道
に
乗
っ
た
時
期
で
あ
る
。
各
宣
教
師
の
管
轄
地
域
は
一
七
九
五
年
以
前
と
と
く
に
変
更
は
な
い
。
代
牧
区
内
に
宣
教
師
が
三
人
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

い
な
か
っ
た
三
〇
年
前
（
一
七
六
六
年
）
と
比
べ
る
と
、
人
手
の
面
で
は
随
分
改
善
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　
そ
れ
で
も
、
ラ
・
モ
ッ
ト
は
、
「
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
が
そ
れ
ぞ
れ
四
千
人
の
信
者
を
抱
え
る
三
十
の
管
区
か
ら
成
り
、
そ
れ
が
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

i
ロ
ッ
パ
の
小
教
区
と
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
、
多
忙
な
仕
事
に
あ
ふ
れ
て
い
る
」
と
報
告
し
て
い
る
。
一
七
九
七
年
、
エ
イ
ヨ
国
図
o
け
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）

宣
教
師
の
不
足
を
訴
え
、
新
規
の
人
材
補
充
を
M
E
P
本
部
へ
求
め
て
い
る
。
一
七
九
七
年
初
頭
に
お
い
て
、
ケ
ー
ヴ
ィ
ン
の
コ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）

ジ
ュ
で
は
五
十
人
以
上
、
チ
ャ
ン
ヌ
ア
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
で
は
三
〇
人
以
上
の
ラ
テ
ン
語
学
生
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
協
働
司
教
は
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

ア
ン
に
常
駐
す
る
こ
と
と
な
り
、
司
教
を
除
く
他
の
宣
教
師
は
広
大
な
各
自
の
管
区
の
監
督
を
継
続
し
た
。
順
調
な
宣
教
活
動
の
進
展

と
教
勢
の
拡
大
が
う
か
が
え
る
。

　
一
七
九
七
年
、
西
山
政
権
下
の
ト
ン
キ
ン
は
平
穏
な
状
況
に
お
か
れ
、
ゲ
ラ
ー
ル
は
「
ト
ン
キ
ン
で
は
院
福
暎
の
こ
と
に
つ
い
て
誰
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（
8
4
）

も
話
を
し
な
く
な
り
、
も
は
や
ト
ン
キ
ン
で
目
に
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
ン
グ
ロ
ワ
は
西
山
政
権
下

に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
自
由
を
享
受
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
将
来
の
院
福
暎
に
よ
る
ト
ン
キ
ン
征
服
後
に

お
け
る
状
況
に
つ
い
て
は
未
だ
不
透
明
で
あ
る
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
表
明
し
て
い
る
。

　
　
支
配
者
の
変
更
が
ト
ン
キ
ン
人
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
の
か
、
不
利
益
と
な
る
の
か
、
ま
だ
予
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま

　
　
る
と
こ
ろ
、
キ
リ
ス
ト
教
が
信
仰
を
勝
ち
得
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
い
ま
の
政
府
は
こ
の
件
に
つ

　
　
い
て
い
え
ば
ま
っ
た
く
自
由
に
し
て
お
い
て
く
れ
る
し
、
こ
の
表
面
的
な
自
由
に
よ
っ
て
信
者
を
訪
ね
、
行
き
た
い
所
な
ら
ど
こ

　
　
へ
で
も
行
っ
て
秘
跡
の
授
与
が
で
き
る
。
か
つ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
宣
教
師
が
道
を
歩
い
て
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
テ
に
秘
跡
授
与
に

　
　
行
く
の
が
ど
ん
な
に
困
難
で
、
い
つ
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
っ
て
の
と
お
り
で
あ
る
。
い
ま
や
ま
っ
た
く
状
況
は

　
　
異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
何
の
危
険
も
味
わ
う
こ
と
な
く
一
番
小
さ
な
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
テ
で
す
ら
自
由
に
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

　
　
ま
ず
も
っ
て
隠
れ
る
必
要
も
な
い
。
官
人
た
ち
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
の
だ
が
、
道
中
で
我
々
を
見
か
け
て
も
、
捕
ら
え
さ
せ
る

　
　
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
不
安
は
な
く
、
迫
害
を
加
え
る
者
は
高
官
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

　
　
て
さ
ら
に
厳
し
く
罰
さ
れ
る
の
で
あ
る

　
ラ
・
モ
ッ
ト
に
至
っ
て
は
、
「
院
福
暎
が
キ
リ
ス
ト
教
を
憎
ん
で
お
り
、
そ
の
勝
利
後
は
西
山
以
上
の
迫
害
が
起
こ
る
」
と
の
予
測

　
（
8
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）

を
立
て
、
西
山
政
権
下
で
享
受
し
て
い
る
信
教
の
自
由
が
、
院
福
暎
の
侵
攻
に
よ
り
侵
害
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方
を
示
す
。

政
治
権
力
の
流
動
化
が
み
ら
れ
た
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
信
教
の
自
由
が
確
実
に
保
障
さ
れ
る
目
下
の
西
山
政
権
の
ほ
う
が
、
先
行
き

の
分
か
ら
な
い
院
福
映
の
政
権
よ
り
も
、
む
し
ろ
好
ま
し
い
と
す
る
風
潮
が
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
の
宣
教
師
た
ち
に
お
い
て
支
配
的
で

あ
る
こ
と
が
こ
こ
に
確
認
で
き
る
。
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第
四
章
　
禁
教
令
（
一
七
九
八
）
ー
原
因
と
経
過
1

　
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
院
福
暎
側
と
結
ぶ
反
西
山
の
一
政
治
勢
力
と
し
て
西
山
側
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ
た
こ
と
が
一
七
九
五
年
に
お
け
る

弾
圧
の
一
因
と
な
っ
た
（
第
三
章
第
二
節
）
。
し
か
し
、
ト
ン
キ
ン
に
お
い
て
M
E
P
宣
教
師
自
身
が
反
西
山
の
政
治
運
動
に
積
極
的

に
与
し
た
形
跡
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
ピ
ニ
ョ
ー
を
は
じ
め
コ
ー
チ
シ
ナ
の
同
僚
達
が
院
福
暎
の
支
援
に
奔
走
し
て
い
た
の
と
は

対
照
的
で
あ
る
。
ト
ン
キ
ン
に
お
い
て
西
山
打
倒
の
反
乱
に
加
わ
っ
た
者
た
ち
は
一
般
の
信
者
、
あ
る
い
は
カ
テ
キ
ス
タ
な
ど
の
下
位

聖
職
者
に
限
定
さ
れ
る
。
宣
教
師
や
司
祭
層
は
反
西
山
運
動
に
直
接
的
な
関
与
を
も
た
な
か
っ
た
。
従
来
の
西
山
政
権
の
寛
容
な
キ
リ

ス
ト
教
政
策
へ
の
評
価
と
、
ド
ン
ナ
イ
の
院
福
暎
の
勢
力
へ
の
警
戒
が
、
ト
ン
キ
ン
の
M
E
P
宣
教
師
の
行
動
指
針
に
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
院
福
暎
の
本
格
的
な
北
伐
開
始
と
軌
を
一
に
す
る
散
発
的
な
地
方
反
乱
に
お
い
て
、

下
位
聖
職
者
や
一
般
信
者
に
お
け
る
関
与
を
示
唆
す
る
報
告
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
増
え
始
め
る
。
こ
の
結
果
、
西
山
政
権
に
と
っ

て
ト
ン
キ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
コ
ー
チ
シ
ナ
の
そ
れ
と
同
様
に
、
反
政
府
勢
力
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
の
認
識
が
次

第
に
固
ま
り
、
再
度
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
を
推
進
さ
せ
る
政
治
的
与
件
と
な
っ
た
。

　
一
七
九
七
年
の
春
先
以
降
、
院
福
暎
の
北
伐
が
本
格
化
し
、
フ
エ
か
ら
ボ
ー
チ
ン
に
至
る
ま
で
の
地
域
を
一
時
的
に
掌
握
す
る
。
西

山
軍
の
敗
走
と
西
山
に
仕
え
た
官
人
の
服
属
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
院
福
暎
軍
は
兵
糧
不
足
と
モ
ン
ス
ー
ン
が
止
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
路
）

ま
も
な
く
サ
イ
ゴ
ン
へ
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
コ
ー
チ
シ
ナ
北
部
と
ボ
ー
チ
ン
地
方
一
帯
に
お
け
る
混
乱
に
乗
じ
、
あ

　
　
　
（
8
9
）

る
「
魔
術
師
」
が
王
を
自
称
し
、
反
乱
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
以
前
、
「
神
の
家
」
で
生
活
し
て
い
た
若
者
が
数
名
加
わ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
）

て
い
た
た
め
に
、
宣
教
師
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
反
乱
へ
の
関
与
を
疑
わ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
こ
の
時
期
、
代
牧
区
内
に
残
存
す
る
旧
イ
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エ
ズ
ス
会
の
反
抗
勢
力
が
、
王
都
の
官
人
に
献
金
を
す
る
こ
と
で
接
近
を
図
り
、
「
ト
ン
キ
ン
の
M
E
P
宣
教
団
が
コ
ー
チ
シ
ナ
の
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
）

ラ
ン
ス
軍
人
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ら
と
結
託
し
て
い
る
」
と
の
虚
偽
報
告
を
流
し
た
、
と
の
情
報
が
ロ
ン
ジ
ェ
の
下
へ
入
っ
て
い
る
。
宣
教
師

た
ち
の
意
向
と
は
関
わ
ら
ず
、
西
山
政
権
に
と
っ
て
M
E
P
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
は
、
こ
の
時
期
す
で
に
御
し
難
い
反
政
府
勢
力
の
一

翼
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

　
一
七
九
八
年
は
院
福
瑛
の
長
子
で
あ
る
景
皇
子
の
親
征
を
除
い
て
、
院
福
暎
側
か
ら
西
山
へ
の
攻
勢
は
と
く
に
み
ら
れ
な
い
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）

年
、
西
山
は
内
政
に
お
い
て
自
身
の
勢
力
を
回
復
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
安
定
が
結
果
と
し
て
、
す
で
に
自
明
の
敵
対
勢
力
と
し
て
の

認
識
が
固
ま
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
、
西
山
（
院
光
績
）
政
権
の
弾
圧
政
策
の
推
進
条
件
と
な
っ
た
。
ま
た
重
要
な
点
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

政
権
内
部
に
お
い
て
反
キ
リ
ス
ト
教
の
官
人
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
っ
た
こ
と
を
挙
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な
か
で
、
ゲ
ア
ン
に

着
任
し
た
ば
か
り
の
院
文
慎
は
、
こ
れ
ま
で
同
地
に
赴
任
し
た
長
官
と
は
異
な
り
、
西
山
政
権
内
に
お
い
て
も
指
折
り
の
仇
教
官
人
で

あ
っ
た
。
こ
の
年
、
ト
ン
キ
ン
全
土
で
西
山
政
権
下
に
お
い
て
か
つ
て
な
い
規
模
で
の
弾
圧
が
始
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
4
）

　
院
文
慎
は
す
で
に
同
年
五
月
に
迫
害
を
示
唆
し
た
と
さ
れ
る
が
、
ゲ
ア
ン
で
実
際
に
弾
圧
が
開
始
さ
れ
た
の
は
八
月
二
十
三
日
で
あ

る
。
十
二
の
地
方
で
教
会
、
司
祭
館
、
修
道
女
施
設
が
す
べ
て
撤
去
さ
れ
、
教
会
所
有
の
財
産
、
米
、
蝋
な
ど
す
べ
て
が
略
奪
を
受
け

た
と
い
う
。
宣
教
師
、
司
祭
の
追
跡
が
行
わ
れ
信
者
多
数
が
拷
問
に
か
け
ら
れ
、
神
学
生
二
名
と
学
生
三
名
、
そ
し
て
数
人
の
修
道
女

が
連
行
さ
れ
、
十
字
架
の
踏
み
つ
け
や
財
産
の
供
出
が
強
制
さ
れ
、
司
祭
の
居
所
に
つ
い
て
の
尋
問
が
な
さ
れ
た
。
神
学
生
の
ジ
ャ
ン
・

ゾ
ア
ッ
ト
q
＄
昌
U
o
讐
は
五
ヶ
月
に
及
ぶ
収
監
の
末
、
象
舎
で
の
強
制
労
役
十
年
の
宣
告
が
な
さ
れ
た
後
、
拷
問
に
よ
り
死
亡
し
て

い
る
。
他
に
も
多
数
の
信
者
が
拘
束
さ
れ
、
体
の
各
部
位
に
焼
鎭
を
あ
て
ら
れ
る
な
ど
様
々
な
拷
問
を
受
け
た
と
い
う
。
そ
の
他
の
ほ

と
ん
ど
の
信
者
は
山
間
部
に
避
難
し
た
。
ラ
・
モ
ッ
ト
は
当
地
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
官
人
の
助
け
を
得
て
難
を
逃
れ
、
ラ
・
ピ
サ
シ
ェ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
5
）

ル
は
山
岳
地
帯
か
ら
沖
合
の
小
島
へ
と
八
ヶ
月
の
間
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
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第
五
章
　
西
山
朝
の
滅
亡
と
院
福
暎
の
勝
利
（
一
七
九
九
－
一
八
〇
二
）

第
一
節
　
弾
圧
の
終
息
ー
紅
河
デ
ル
タ
ー

　
一
七
九
九
年
に
お
い
て
、
院
福
暎
軍
は
帰
仁
（
ク
イ
ニ
ョ
ン
）
城
の
占
拠
後
も
依
然
と
し
て
コ
ー
チ
シ
ナ
北
部
に
お
け
る
堅
固
な
基

盤
を
築
く
こ
と
が
出
来
ず
、
ド
ン
ナ
イ
で
も
旗
下
の
兵
士
の
逃
亡
が
相
次
い
だ
。
八
月
に
は
台
風
に
よ
る
被
害
を
受
け
、
軍
船
三
百
艘

を
失
い
、
さ
ら
に
十
月
に
は
ピ
ニ
ョ
ー
が
帰
仁
で
死
去
す
る
。
モ
ン
ス
ー
ン
が
止
み
、
例
年
の
よ
う
に
進
軍
が
滞
る
と
、
院
福
暎
は
帰

仁
に
義
弟
を
残
し
て
結
局
、
ド
ン
ナ
イ
へ
退
却
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
）

　
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
弾
圧
は
、
一
七
九
九
年
六
月
ま
で
に
、
ゲ
ア
ン
地
方
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
終
息
し
て
い
る
。

こ
れ
は
西
山
政
権
内
部
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
不
干
渉
の
立
場
を
と
る
二
将
軍
（
陳
光
耀
と
武
文
勇
）
が
再
び
主
導
権
を

得
た
結
果
で
あ
っ
た
。
間
諜
や
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
脅
迫
、
あ
る
い
は
金
銭
獲
得
の
た
め
の
捕
縛
や
、
コ
レ
ラ
の
流
行
に
よ
る
社

会
不
安
は
続
い
た
も
の
の
、
紅
河
デ
ル
タ
の
各
地
域
で
は
一
応
の
平
穏
が
保
た
れ
た
。

第
一
一
節
　
ゲ
ア
ン

　
一
方
、
反
キ
リ
ス
ト
教
の
高
官
、
院
文
慎
が
行
政
を
掌
る
ゲ
ア
ン
地
方
で
は
院
福
暎
軍
の
到
着
ま
で
、
引
き
続
き
弾
圧
が
行
な
わ
れ

た
。
ラ
・
モ
ッ
ト
を
匿
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
官
人
二
名
が
告
発
さ
れ
、
斬
首
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
院
福
暎
の
勅
許
を
受
け
た
カ

テ
キ
ス
タ
の
青
年
に
よ
る
反
乱
計
画
が
露
見
し
た
こ
と
に
よ
り
当
地
で
は
弾
圧
が
強
化
さ
れ
た
。
加
担
し
た
反
乱
部
隊
の
十
一
人
が
処

刑
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
反
乱
の
報
を
受
け
、
院
文
慎
は
ゲ
ア
ン
地
方
す
べ
て
の
村
落
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
名
簿
の
作
成
を
命
じ
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（
9
7
）

て
い
る
。
ゲ
ア
ン
で
の
弾
圧
は
一
八
〇
二
年
初
頭
、
院
福
暎
に
よ
り
隣
地
（
冨
春
）
が
占
領
さ
れ
る
と
い
っ
た
ん
終
息
へ
向
か
う
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
8
）

依
然
と
し
て
各
地
で
間
諜
が
放
た
れ
、
宣
教
師
の
捜
索
が
行
わ
れ
た
。

　
し
か
し
、
ゲ
ア
ン
に
お
け
る
禁
教
政
策
の
徹
底
を
、
院
文
慎
の
個
人
的
動
機
の
み
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て

き
た
よ
う
に
ゲ
ア
ン
は
伝
統
的
に
兵
力
拡
充
の
要
地
で
あ
る
。
例
え
ば
一
七
八
九
年
に
、
光
中
帝
こ
と
院
恵
は
ゲ
ア
ン
を
中
都
と
称
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
9
）

城
塞
を
築
き
兵
糧
の
備
蓄
を
さ
せ
た
と
の
記
事
を
『
大
南
建
録
』
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
光
中
帝
は
死
の
直
前
に
遺
言
で
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
I
l
l
）

の
中
都
へ
の
遷
都
を
告
げ
、
来
る
べ
き
院
福
暎
と
の
対
決
に
備
え
さ
せ
る
よ
う
に
指
示
し
た
と
い
う
。
ゲ
ア
ン
は
、
院
福
暎
軍
と
西
山

軍
双
方
に
と
っ
て
重
要
な
戦
略
拠
点
と
目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
七
九
九
年
に
、
院
福
暎
は
上
道
将
軍
の
院
文
瑞
、
典
軍
の
劉
福
祥
ら
を
萬
象
国
（
ラ
オ
ス
）
の
首
都
に
派
遣
し
、
国
王
に
対
し
て

援
軍
の
派
遣
を
要
請
し
て
い
る
。
山
岳
民
族
を
中
心
と
し
た
ラ
オ
ス
軍
を
山
地
か
ら
ゲ
ア
ン
に
下
ら
せ
、
南
方
か
ら
の
自
軍
と
合
流
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

せ
て
、
西
山
を
挟
撃
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
約
に
基
づ
き
、
一
八
〇
〇
年
の
夏
に
ラ
オ
ス
の
国
王
軍
と
院
文
瑞
軍
が
ゲ
ア
ン
か
ら
西
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
D
l
）

軍
を
目
が
け
て
攻
あ
下
り
る
。
一
八
〇
一
年
五
月
に
も
院
福
暎
側
に
つ
く
ム
オ
ン
ζ
二
8
σ
q
（
山
地
民
）
が
襲
来
し
、
西
山
の
将
軍
二

名
を
殺
害
し
、
ゲ
ア
ン
の
一
部
を
占
拠
す
る
。
西
山
の
救
援
軍
到
着
に
よ
り
ム
オ
ン
ら
は
素
早
く
退
去
し
た
が
、
ム
オ
ン
の
滞
在
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
G
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脳
）

村
落
は
西
山
軍
に
よ
っ
て
尽
く
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
。
一
八
〇
一
年
夏
に
は
劉
福
祥
軍
と
ラ
オ
ス
軍
が
再
び
山
地
か
ら
攻
め
下
り
る
。

そ
れ
に
対
し
、
ト
ン
キ
ン
か
ら
押
し
寄
せ
る
西
山
側
も
攻
勢
に
出
る
こ
と
を
企
図
し
、
平
野
部
で
大
規
模
な
清
又
兵
士
と
兵
糧
の
徴
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
1
）

を
か
け
、
ゲ
ア
ン
の
民
衆
は
疲
弊
し
た
と
さ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
ド
ン
ナ
イ
か
ら
山
岳
部
経
由
で
押
し
寄
せ
る
院
福
暎
軍
と
ラ
オ
ス
山
岳
民
族
の
連
合
軍
に
加
え
て
、
平
野
部
で
散
発

す
る
反
乱
の
主
要
な
構
成
員
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
集
団
が
、
ゲ
ア
ン
に
て
反
体
制
勢
力
と
し
て
結
合
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
、

一
方
で
兵
士
、
兵
糧
の
伝
統
的
な
供
給
地
域
と
し
て
管
理
を
強
め
る
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
等
が
、
ゲ
ア
ン
に
お
け
る
西
山
側
の
キ
リ
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ス
ト
教
弾
圧
の
主
要
な
政
治
的
・
社
会
的
要
因
と
し
て
想
定
で
き
る
。
こ
れ
に
仇
教
官
人
で
あ
る
院
文
慎
の
思
想
的
要
因
が
加
わ
り
、

弾
圧
の
主
た
る
推
進
力
と
な
っ
た
。

　
他
の
地
方
と
は
異
な
り
、
こ
の
時
期
ゲ
ア
ン
で
の
み
弾
圧
が
執
拗
に
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
従
来
の
当
地
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

に
対
す
る
政
策
か
ら
す
れ
ば
一
見
、
相
反
す
る
事
象
に
映
る
。
し
か
し
、
現
地
に
お
け
る
政
策
執
行
の
局
面
に
お
い
て
地
方
長
官
の
影

響
力
が
強
く
反
映
さ
れ
、
独
自
の
裁
量
が
発
揮
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
や
は
り
ゲ
ア
ン
の
地
域
特
性
、
す
な
わ
ち
そ
の
政
治
的
自
立
性

は
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　
歴
代
の
地
方
長
官
の
保
護
下
で
拡
大
を
続
け
た
ゲ
ア
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
で
あ
っ
た
が
、
院
福
暎
側
の
取
り
込
み
が
功
を
奏
し
始

め
た
こ
の
時
期
に
至
り
、
西
山
側
か
ら
は
逆
に
反
乱
の
主
勢
力
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
た
れ
る
事
と
な
っ
た
。
北
上
す
る
院
福
暎
軍
と

の
主
戦
場
と
な
っ
た
ゲ
ア
ン
に
お
い
て
、
も
は
や
精
鋭
兵
士
の
召
集
も
、
食
糧
の
供
出
も
、
自
陣
営
に
取
り
こ
む
見
込
み
が
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
院
文
慎
は
自
身
の
か
ね
て
か
ら
の
動
機
で
あ
る
仇
教
の
名
分
に
お
い
て
、
ゲ
ア
ン
に
お
け
る
弾
圧
を
強
化
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
6
1
）

　
一
八
〇
二
年
春
、
シ
ャ
ム
が
派
遣
し
た
援
軍
が
到
着
し
、
山
岳
部
か
ら
ゲ
ア
ン
を
攻
撃
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
戦
局
は
動
く
。

ゲ
ア
ン
で
の
西
山
勢
力
は
一
掃
さ
れ
、
六
月
末
に
は
黎
文
悦
と
院
文
張
の
部
隊
が
制
圧
し
、
翌
月
、
院
福
暎
の
本
隊
が
到
着
す
る
。
院

文
慎
は
主
君
の
院
光
績
ら
西
山
一
族
と
一
部
の
廷
臣
と
と
も
に
紅
河
デ
ル
タ
へ
遁
走
し
、
ゲ
ア
ン
で
の
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
は
こ
こ
に
漸

く
終
わ
る
。
七
月
、
院
福
暎
は
避
難
先
か
ら
戻
っ
た
ラ
・
モ
ッ
ト
と
ラ
・
ピ
サ
シ
ェ
ー
ル
に
会
見
し
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
保
護
を
約

（
即
）

し
た
。
ま
た
、
同
月
、
ハ
ノ
イ
を
攻
略
し
た
院
福
暎
は
さ
っ
そ
く
ゲ
ア
ン
・
タ
イ
ン
ホ
ア
で
の
徴
兵
を
行
な
い
、
民
丁
七
人
に
一
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
8
正
）

割
合
で
集
め
、
こ
れ
を
自
身
の
精
鋭
軍
で
あ
る
「
神
策
軍
」
に
充
て
、
前
代
王
朝
に
引
き
続
き
、
同
地
に
お
け
る
軍
事
基
盤
の
確
立
に

早
速
着
手
し
て
い
る
。
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第
三
節
　
院
福
暎
の
勝
利

　
院
福
暎
は
一
八
〇
二
年
六
月
に
ト
ン
キ
ン
遠
征
に
先
が
け
て
、
ト
ン
キ
ン
の
住
民
と
兵
士
に
向
け
た
「
平
和
と
西
山
懲
罰
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
（
0
9
1
）

の
宣
言
」
を
発
し
た
。
そ
の
後
、
ト
ン
キ
ン
全
土
を
ほ
と
ん
ど
無
抵
抗
で
制
圧
し
、
七
月
二
十
日
、
ハ
ノ
イ
へ
到
着
す
る
。
西
山
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
1
1
）

る
兵
糧
の
強
制
調
達
に
よ
っ
て
ト
ン
キ
ン
の
全
土
は
疲
弊
し
、
院
福
暎
の
遠
征
は
容
易
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
七
月
二
九
日
、
ロ
ン
ジ
ェ
と
エ
イ
ヨ
が
ハ
ノ
イ
へ
到
着
し
た
院
福
暎
を
表
敬
訪
問
し
、
歓
待
を
受
け
て
い
る
。
彼
ら
は
こ
の
時
、
院

福
暎
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
好
意
的
な
勅
令
の
発
布
を
請
願
し
、
近
日
中
の
発
布
が
約
束
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
頃
、
最
後
の
イ
エ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

ス
会
宣
教
師
カ
ル
ネ
イ
ロ
O
胃
昌
①
冒
o
が
死
去
し
、
旧
イ
エ
ズ
ス
会
系
の
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
テ
の
M
E
P
へ
の
服
従
は
ほ
ぼ
完
了
す
る
。

院
福
映
（
嘉
隆
帝
）
に
よ
る
公
式
の
認
可
と
イ
エ
ズ
ス
会
勢
力
の
消
滅
は
、
M
E
P
が
西
ト
ン
キ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
お
い
て
、

公
的
で
正
統
な
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
団
と
し
て
、
独
占
・
排
他
的
な
立
場
を
確
立
さ
せ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
後
、
ト
ン
キ
ン
の
M
E

P
宣
教
師
に
お
い
て
も
、
西
山
は
も
は
や
弾
圧
者
、
暴
君
と
し
て
の
記
憶
が
刻
ま
れ
る
の
み
の
存
在
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
1
）

　
十
一
月
十
日
、
院
光
績
ほ
か
一
族
と
重
臣
が
捕
縛
さ
れ
、
西
山
朝
は
こ
こ
に
幕
を
閉
じ
た
。
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む
す
び
に
か
え
て

　
ト
ン
キ
ン
の
M
E
P
宣
教
師
に
と
っ
て
、
迫
害
者
と
し
て
の
西
山
像
は
一
七
九
八
年
以
降
、
弾
圧
が
短
期
で
は
あ
る
が
集
中
的
な
形

態
を
伴
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
政
権
末
期
か
ら
玩
朝
初
期
に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
立
つ
光
中
帝
の
治
世
、
あ
る

い
は
弾
圧
が
な
さ
れ
な
い
時
期
に
お
い
て
、
西
山
治
下
の
ト
ン
キ
ン
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
は
か
つ
て
な
い
自
由
を
享
受
し
た
。
ま
た

西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
で
は
宣
教
師
の
全
員
が
玩
福
暎
の
到
来
と
そ
の
政
権
を
待
望
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。



　
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
に
お
い
て
ロ
ン
ジ
ェ
司
教
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
発
揮
さ
れ
、
管
区
制
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
の
優
越
性
の

確
認
、
個
人
消
費
の
認
可
な
ど
、
組
織
の
集
約
化
を
め
ざ
し
た
改
編
が
一
挙
に
行
な
わ
れ
た
の
は
西
山
政
権
下
、
と
く
に
光
中
帝
治
世

期
の
安
定
し
た
宣
教
環
境
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
各
管
区
・
小
教
区
の
管
理
を
委
ね
ら
れ
た
宣
教
師
や
司
祭
は
相
互
に
監

督
し
合
い
、
信
者
を
督
励
し
、
信
仰
の
維
持
に
努
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
に
お
け
る
主
要
な
宣
教
地
域
で
あ
る
ゲ
ア
ン
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
め
ぐ
る
政
権
の
政
策
執
行
は
、

西
山
朝
に
お
い
て
も
前
代
の
黎
朝
・
鄭
氏
政
権
時
代
の
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
つ
ま
り
中
央
政
権
の
現
地
で

の
政
策
執
行
は
地
方
長
官
（
鎮
守
．
副
王
）
の
権
限
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
お
り
、
ゲ
ア
ン
の
自
立
性
は
常
に
際
立
っ
て
い
た
。
当
地

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
政
策
執
行
の
特
異
性
は
、
軍
事
的
・
地
理
的
重
要
性
と
も
結
び
つ
い
て
お
り
、
北
部
ベ
ト
ナ
ム
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
拡
大
の
一
要
因
と
な
っ
た
。

　
今
後
は
ゲ
ア
ン
地
方
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
政
治
社
会
の
変
動
を
さ
ら
に
長
期
的
な
視
点
か
ら
分
析
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
九
世
紀
末
に
生
じ
た
ベ
ト
ナ
ム
近
代
史
上
の
重
大
事
件
で
あ
る
、
反
フ
ラ
ン
ス
・
反
キ
リ
ス
ト
教
の
一
連
の
反
乱

（「

ｳ
案
」
と
「
勤
王
運
動
」
）
が
何
故
に
こ
の
地
で
激
化
し
、
儒
者
・
キ
リ
ス
ト
者
双
方
の
抗
争
が
頂
点
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
明
し
た
い
。

丁注
）

一
八
〇
二
～
一
九
四
五
年
。

（
2
）
　
一
七
八
八
～
一
八
〇
二
年
。
院
恵
の
光
中
帝
と
し
て
の
即
位

　
　
を
も
っ
て
西
山
朝
創
始
年
と
し
た
。
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（
3
）
　
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
ζ
〉
団
b
d
O
Z
O
げ
p
二
Φ
ω
一
零
゜
。
8
号
⑩

　
　
ミ
o
§
、
竃
§
b
遷
゜
・
織
諺
§
Ω
ミ
嵐
b
甲
N
。
。
馳
9
℃
鋤
器
層
一
⑩
b
。
P

　
　
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
年
の
研
究
動
向
を
知
る
に
は
、
嶋
尾
稔

　
　
「
タ
イ
ソ
ン
朝
の
成
立
」
（
『
岩
波
講
座
東
南
ア
ジ
ア
史
第
四
巻

　
　
東
南
ア
ジ
ア
近
世
国
家
群
の
展
開
』
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一

　
　
年
）
が
詳
し
い
。

（
4
）
　
パ
リ
外
国
宣
教
会
は
そ
の
略
称
と
し
て
、
現
代
に
お
い
て
も

　
　
各
種
出
版
物
な
ど
に
お
い
て
自
ら
「
M
E
P
」
を
用
い
て
お
り
、

　
　
本
稿
で
は
こ
の
用
法
に
倣
っ
た
。

（
5
）
　
代
牧
＜
8
巴
話
＞
O
o
ω
8
言
話
に
つ
い
て
『
キ
リ
ス
ト
教
辞

　
　
典
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
に
は
以
下
の
説
明
が
な
さ

　
　
れ
る
。
コ
兀
来
教
皇
特
使
の
資
格
で
、
教
皇
の
代
理
と
し
て
の

　
　
特
権
を
持
つ
役
務
で
あ
っ
た
が
、
一
七
世
紀
以
後
、
教
区
司
牧

　
　
の
裁
治
権
が
十
分
に
浸
透
し
な
か
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
地
域
ま
た

　
　
は
、
布
教
保
護
権
を
持
つ
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
が
、
教
会
に
十
分

　
　
保
護
を
与
え
な
か
っ
た
地
域
（
イ
ン
ド
や
中
国
）
に
代
牧
区

　
　
≦
＄
鼠
讐
仁
ω
を
設
置
し
、
そ
の
教
会
責
任
者
を
代
牧
と
し
て
教

　
　
皇
庁
よ
り
任
命
し
た
。
代
牧
は
通
常
、
各
教
区
の
司
教
と
ほ
ぼ

　
　
同
等
の
権
能
を
与
え
ら
れ
、
教
皇
庁
の
布
教
聖
省
の
管
轄
下
に

　
　
お
か
れ
た
。
（
川
村
信
三
）
」
。
わ
が
国
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
史

　
　
研
究
に
お
い
て
は
、
坪
井
善
明
『
近
代
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
治
社
会

　
　
史
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
に
お
い
て
、
上
記

　
　
の
訳
語
が
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
も
こ
の
用
法
に
従
う
。

　
　
　
ま
た
、
本
稿
が
分
析
対
象
と
す
る
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区

　
≦
8
鼠
磐
身
弓
o
口
匹
づ
○
。
9
α
①
暮
巴
は
一
六
七
九
年
の
設
置

　
　
以
来
、
一
八
四
六
年
に
ゲ
ア
ン
Z
σ
q
げ
Φ
》
冨
と
ハ
テ
ィ
ン
国
曽

　
6
ヨ
げ
地
方
を
教
区
と
す
る
南
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
が
分
立
す
る

　
　
ま
で
、
北
部
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
M
E
P
唯
一
の
代
牧
区
で
あ

　
　
っ
た
（
紅
河
を
境
界
と
し
て
東
側
は
「
東
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
」

　
　
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
の
ド
ミ
ニ
コ
会
が
布
教
を
担
当
し
た
）
。
教

　
　
会
史
料
を
主
要
な
依
拠
資
料
と
し
て
い
る
本
研
究
に
お
い
て
、

　
　
「
ト
ン
キ
ン
」
は
、
特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り
、
北
部
は
紅

　
　
河
デ
ル
タ
地
域
の
西
半
分
か
ら
山
岳
地
方
に
至
る
ま
で
、
南
部

　
　
は
ゲ
ア
ン
・
ハ
テ
ィ
ン
両
地
方
を
含
ん
だ
地
域
の
総
称
で
あ
り
、

　
　
仏
領
期
か
ら
始
ま
る
地
域
行
政
区
分
で
あ
る
「
ト
ン
キ
ン
」
と

　
　
は
地
理
的
に
相
違
の
あ
る
こ
と
を
予
め
ご
了
承
願
い
た
い
。

（
6
）
§
田
○
≧
S
ミ
゜
も
゜
＝
・
。
．

（
7
）
い
＞
d
Z
＞
磯
〉
脅
δ
戸
襲
゜
・
§
奉
隠
轟
腎
ミ
⑩
魯
貯
Q
＆
黙

　
　
腎
゜
。
ミ
゜
。
°
。
軸
§
°
・
卑
、
§
隠
ヨ
゜
。
員
勺
p
ユ
の
口
。
。
逡
こ
窪
゜
・
8
号
⑪
織
偽

　
　
貯
ミ
執
゜
。
°
。
軸
o
㌍
§
0
8
ミ
§
ミ
部
①
N
象
Q
。
I
N
Q
。
軸
勲
遣
』
。
恥
－
竈
』
。
獅

　
　
勺
陣
二
ω
』
卜
①
゜
。
§
°
。
°
・
執
§
謬
a
、
鳴
⑦
、
ミ
ミ
ミ
゜
。
Ω
ぱ
§
轟
ミ
ド

　
　
勺
胃
昼
一
㊤
O
P

（
8
）
　
℃
国
＞
Z
℃
『
p
け
国
8
戸
≦
騨
ぎ
ミ
9
8
⑦
ぽ
嵐
恥
㍗
N
鵠
勲

　
　
ω
巴
σ
q
o
P
お
9
°

（
9
）
　
た
と
え
ば
フ
ァ
ン
の
前
掲
書
の
中
で
ト
ン
キ
ン
に
割
か
れ
た

　
　
項
目
は
コ
ー
チ
シ
ナ
の
四
分
の
一
弱
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
ロ
ー

　
　
ネ
イ
前
掲
書
（
韓
゜
。
8
軸
鳶
§
ミ
隠
忌
養
蜀
゜
°
）
に
お
い
て
も

　
　
ほ
ぼ
同
様
の
配
分
で
あ
る
。
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（
1
0
）
　
代
表
的
な
研
究
と
し
て
悶
○
國
国
の
弓
≧
巴
P
卜
8
ミ
鍔
゜
。
軸
§
－

　
　
お
ミ
鳶
゜
。
笥
「
Q
部
精
ミ
゜
。
Ω
ぱ
§
嵩
ミ
嵩
9
Ω
黛
9
自
ミ
※
薫
脚

　
　
掬
く
畔
勲
⑲
9
8
》
部
9
◎
器
8
暑
ミ
題
織
、
母
部
、
乳
ミ
軟
゜
・
§
亀
゜
。

　
　
象
へ
ま
き
8
昏
ミ
心
S
舞
卜
馬
ミ
偽
N
自
ト
R
＝
母
目
讐
e
p
D
P

　
　
勺
胃
量
一
り
O
Q
。
；
国
≧
〈
【
ω
〉
団
q
㊤
8
ρ
国
×
け
自
試
o
昌
卑
ロ
鮎
国
×
唱
－

　
　
δ
雰
讐
δ
口
5
爵
Φ
Z
σ
q
ロ
懲
昌
0
9
ヨ
b
巴
σ
q
昌
p
σ
q
蝕
霧
け
O
餌
爵
9

　
　
9
尻
巨
ぎ
δ
G
。
O
ω
1
一
G
。
お
ω
＜
一
①
鼠
鋤
日
”
G
。
犀
冒
こ
q
o
琴
昌
巴
o
h

　
　
o
Q
O
¢
弓
＝
国
＞
o
Q
弓
》
ω
H
＞
乞
ω
日
d
U
H
国
ψ
〈
o
r
°
。
㎝
》
“
。
O
O
恥
゜
等

　
　
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
1
1
）
　
パ
リ
外
国
宣
教
会
文
書
館
文
書
（
〉
ま
匡
＜
①
ω
号
ω
ζ
一
ω
ω
一
〇
話

　
　
国
霞
⇔
口
σ
q
霞
①
の
匹
①
℃
9
鼠
ω
）
。
本
稿
で
は
〉
］
＜
日
と
略
し
、
巻
号
、

　
　
ペ
ー
ジ
（
h
o
団
o
）
番
号
の
順
に
表
記
す
る
。

（
1
2
）
　
一
七
〇
七
年
に
お
い
て
七
分
割
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

　
　
る
。
（
句
○
勾
国
ω
］
ン
　
Q
鳴
゜
o
帖
俳
こ
　
貫
　
℃
°
一
墜
り
O
．
）
そ
の
後
、
時
代

　
　
が
下
る
に
つ
れ
て
管
区
は
増
大
す
る
。

（
1
3
）
　
一
⊥
ハ
八
三
年
に
サ
ラ
ン
ト
ω
p
匿
p
馨
①
が
ゲ
ア
ン
の
チ
ャ
ン

　
　
デ
ン
日
冨
口
α
9
に
派
遣
さ
れ
、
当
地
に
コ
レ
ー
ジ
ュ
を
設
置

　
　
し
た
の
を
嗜
矢
と
す
る
。
悶
○
菊
国
o
Q
目
き
§
㌧
鳶
b
や
一
昭
！

　
　
一
①
P

（
1
4
）
　
桜
井
由
躬
雄
『
ベ
ト
ナ
ム
村
落
の
形
成
』
創
文
社
、
↓
九
八

　
　
七
年
、
二
六
五
ー
二
六
六
頁
。

（
1
5
）
　
＞
H
≦
国
刈
δ
h
o
目
O
b
o
ら
゜
一
゜

（
1
6
）
　
》
§
ミ
題
§
ミ
、
、
起
Ω
鷺
翫
o
き
§
言
、
9
（
以
下
〉
勺
悶

　
　
と
略
）
弓
。
8
Φ
。
。
ら
゜
§
こ
国
○
國
国
ω
8
8
。
。
量
貝
b
b
°

　
　
㊤
卜
。
1
㊤
Q
。
．

（
1
7
）
　
》
ζ
国
①
竃
h
o
㊤
。
。
b
。
°
宣
教
師
ラ
ン
グ
ロ
ワ
ピ
磐
σ
q
互
ω
に

　
　
よ
れ
ば
、
他
の
地
方
で
は
商
人
は
兼
業
を
す
る
こ
と
は
稀
で
、

　
　
一
年
中
、
舟
の
上
で
食
料
品
を
売
り
ま
わ
る
と
い
う
。

（
1
8
）
　
清
又
優
兵
に
つ
い
て
の
主
な
研
究
と
し
て
は
、
藤
原
利
一
郎

　
　
「
黎
末
史
の
一
考
察
－
鄭
氏
治
下
の
政
情
に
つ
い
て
」
（
『
東
南

　
　
ア
ジ
ア
史
の
研
究
』
、
法
藏
館
、
一
九
八
六
年
）
、
八
尾
隆
生

　
　
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
黎
朝
初
期
の
清
化
集
団
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
史

　
　
研
究
』
四
六
－
四
、
一
九
八
八
年
）
、
O
画
づ
σ
q
勺
ぼ
o
昌
σ
q
Z
σ
q
9

　
　
卜
①
゜
。
討
゜
。
繊
罠
翫
o
器
b
鐸
守
翫
Q
器
゜
う
儀
黛
≦
腰
－
〉
言
ミ
9
寒
※
爵

　
　
。
。
勘
鼠
魯
　
国
8
δ
国
冨
p
O
鉱
ω
①
α
、
国
蓉
δ
ヨ
甲
〇
二
①
旨
”
勺
9
。
ユ
ω
層

　
　
一
Φ
①
㊤
‘
薯
゜
嵩
“
。
山
゜
。
O
．
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
1
9
）
　
国
○
幻
国
ω
8
起
．
9
野
賛
℃
．
c
。
α
G
。
°

（
2
0
）
　
団
○
切
国
の
日
8
°
9
黛
鎖
や
G
。
G
。
．

（
2
1
）
　
悶
○
勾
国
の
β
8
°
9
計
昼
b
b
」
お
山
㎝
P
題
」
°
。
ω
山
゜
。
心
こ

　
　
や
躍
。
。
。

（
2
2
）
　
閃
○
国
国
o
Q
J
8
°
9
黛
員
署
」
b
。
α
1
一
b
。
①
．

（
2
3
）
　
国
○
即
国
ω
弓
讐
起
’
9
黛
賛
b
。
G
。
念
．

（
2
4
）
　
国
○
即
国
ω
弓
讐
起
゜
o
鉢
鳶
や
一
Q
。
蒔

（
2
5
）
　
国
○
即
国
ω
日
起
゜
9
貸
員
寒
．
⑩
①
め
㊤
゜
噛
署
「
一
㊤
Φ
1
卜
。
O
O
．

（
2
6
）
　
諺
H
≦
国
刈
O
O
h
O
刈
刈
一
゜

（
2
7
）
　
〉
ζ
国
刈
O
O
h
o
o
。
Q
。
O
二
Φ
8
1
0
0
①
゜
－
⑩
㎝
O
I
⑩
m
一
‘
㊤
①
①
゜

（
2
8
）
　
〉
ζ
国
刈
O
O
8
δ
δ
山
O
b
。
P
司
○
切
国
ω
弓
層
趙
．
轟
曾
鳶
や

　
　
b
。
一
〇
。
°
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（
2
9
）
　
＞
H
≦
国
刈
O
O
h
o
一
〇
〇
刈
゜
閃
○
國
国
ω
日
8
．
蔑
魅
鎖
唱
．
臨
っ
ミ
．

（
3
0
）
　
〉
囲
≦
国
刈
O
O
h
O
一
〇
一
①
1
一
〇
嵩
．
悶
○
因
国
ω
担
起
゜
9
野
鎖
や

　
　
G
。
G
。
㊤
゜

（
3
1
）
　
一
七
八
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
を
出
発
し
、
ベ
ト
ナ
ム
到
着
後
は

　
　
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
で
宣
教
活
動
を
続
け
た
。
一
七
八
九
年
に

　
　
総
代
理
に
任
命
さ
れ
、
一
七
九
六
年
ケ
ー
ヴ
ィ
ン
に
お
い
て
ロ

　
　
ン
ジ
ェ
代
牧
司
教
の
聖
別
を
う
け
、
協
働
司
教
に
叙
任
さ
れ
た
。

（
3
2
）
　
＞
H
≦
国
刈
O
O
h
o
一
ω
㊤
O
°

（
3
3
）
　
＞
H
≦
国
①
⑩
h
o
h
O
①
膳
α
1
①
幽
①
゜

（
3
4
）
　
一
七
八
五
年
三
月
十
二
日
に
フ
ラ
ン
ス
を
出
発
し
、
翌
年
、

　
　
布
教
先
の
コ
ー
チ
シ
ナ
に
到
着
し
て
い
る
。

（
3
5
）
　
〉
竃
国
b
。
㊤
c
。
h
o
①
O
ρ
六
月
に
こ
の
夫
人
は
病
死
す
る
。
光

　
　
中
帝
自
身
も
悲
嘆
の
あ
ま
り
に
死
亡
し
た
と
い
う
風
聞
が
広
が

　
　
り
、
実
際
に
そ
の
後
ま
も
な
く
の
翌
年
、
一
七
九
二
年
九
月
十

　
　
六
日
に
死
去
し
て
い
る
（
〉
ζ
国
ざ
O
h
o
置
㎝
O
；
〉
ζ
国
ざ
O

　
　
h
o
に
①
c
。
；
〉
ζ
国
①
⑩
b
。
h
o
Q
。
O
刈
I
G
。
⑩
G
。
°
）
。

（
3
6
）
　
＞
H
≦
国
刈
O
O
｛
o
竃
①
㊤
1
一
癖
刈
O
°

（
3
7
）
　
一
リ
ー
ヴ
ル
は
お
よ
そ
五
百
グ
ラ
ム
に
相
当
す
る
の
で
、
五

　
　
十
ト
ン
相
当
と
換
算
で
き
る
。

（
3
8
）
　
〉
ζ
国
①
8
h
o
G
。
O
⑩
；
〉
］
≦
国
①
O
b
◎
h
o
自
b
δ
こ
諺
ζ
国
ω
一
Q
◎
h
o

　
　
⑩
G
◎
一
1
㊤
Q
。
b
o
こ
　
ζ
＞
Z
Q
d
H
乞
蒙
①
霞
①
受
〈
①
ω
”
卜
題
〉
耐
塁
⑪
麟

　
　
さ
6
9
g
無
貯
℃
o
、
ミ
鴨
ミ
㌧
9
逡
①
o
器
b
O
獄
翫
Q
g
⑩
゜
。
巴
8
ミ
ミ
ミ
ー

　
　
鳥
贈
g
8
儀
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、
魁
§
馬
o
嵩
b
、
軸
に
靴
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簿
鳴
轟
さ
、
§
O
ミ
竃

　
　
N
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認
高
Q
◎
O
b
O
》
℃
p
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の
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一
⑩
G
o
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°
㊤
Q
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国
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o
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O
①
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o
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一
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O
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o
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Q
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4
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刈
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h
o
一
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⑩
゜
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七
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年
に
お
い
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の
疑
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ロ
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（
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⑩
卜
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8
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①
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（
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ベ
ト
ナ
ム
語
で
O
げ
轟
は
王
、
＜
轟
は
皇
帝
を
指
す
。
黎

　
　
朝
時
代
に
お
い
て
O
げ
轟
は
廣
南
院
氏
と
ト
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ン
の
鄭
氏
の

　
　
こ
と
で
あ
り
、
＜
仁
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皇
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指
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；
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゜
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（
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の
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国
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会
西
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ジ
ア
地
域
文
化
研
究
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第
一
号
、
東
京
大
学
大
学
院
総
合

　
　
文
化
研
究
科
地
域
文
化
研
究
科
・
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養
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部
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ジ
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域
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化
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会
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（
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国
①
⑩
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⊃
h
o
刈
①
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。
°
一
八
一
一
年
の
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弓
①
ω
゜
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δ
『
の

　
　
報
告
で
は
コ
年
半
前
か
ら
、
七
千
人
の
信
者
を
擁
す
る
あ
る

　
　
小
教
区
の
長
と
し
て
司
祭
の
任
に
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣

　
　
教
師
が
小
教
区
の
長
と
な
る
の
は
我
々
の
慣
習
で
は
な
い
。
教

　
　
区
付
司
祭
を
つ
と
め
る
の
は
現
地
人
の
司
祭
で
あ
り
、
我
々
は

　
　
司
祭
と
彼
等
の
信
者
を
訪
問
す
る
の
だ
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述
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て
い
る
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§
「
＄
肉
織
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①
c
。
ら
』
繍
）
。

（
7
6
）
　
〉
ζ
国
①
Φ
ω
h
o
c
。
b
。
一
゜
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（
7
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①
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⑫
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①
㊤
N
　
h
O
　
刈
G
o
G
Q
ー
刈
○
○
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．
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①
G
Q
°

　
　
　
≧
≦
国
①
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．
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①
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①
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．
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．
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⑩
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⑩
Q
。
h
o
b
。
甲
G
。
一
こ
≧
≦
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①
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。
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⑪
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⑩
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。
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①
⑩
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The　Vicariat　of　Western　Tonkin　of　La　Societe　des　Missions

Etrangeres　de　Paris　under　the　Tayson　dynasty　1788－1802

MAKINO　Motonori

Key　words：Christianity，　La　Societe　des　Missions　Etrangeres　de　Paris，

Tayson，　Nghe　An，　Tonkin

　　　This　article　focuses　on　the　socio－political　situation　of　the　Christian

community　in　North　Vietnam（Tonkin）during　the　Tayson　dynasty　of

1788－1802．The　main　source　used　is　a　collection　of　manllscript　letters

written　by　French　Missionaries　of　the　Societe　des　Missions　Etrangeres

de　Paris（MEP）who　administered　the　Vicariat　of　Western　Tonkin

from　the　XVIIth　to　the　XXth　centuries．

　　　In　previous　research　the　image　of　the　Tayson　dynasty　as　a

“persecutor”of　Christianity　has　been　amplified　by　emphasizing　the

“1egitimacy”of　Nguyen　Phuoc　Anh（院福瑛），　the　founder　of　the

Nguyen　dynasty　which　lasted　from　1802－1945，　and　by　uncritical　and

repetitive　citation　of　secondary　sources．

　　　New　material　from　the　archives　of　MEP　shows　however　that　it　was

during　the　reign　of　Tayson　Emperor　Quang　Trung（光中帝）that　the

liberty　of　Christianity　was　assured　more　firmly　than　ever　in　Tonkin．

Many　clerical　systems　were　introduced　to　the　Vicariat　of　Western

Tonkin　under　the　direction　of　Bishop　Longer，　and　furthermore　there

were　always　several　high　ranking　mandarin　officers　of　the　Tayson

government　who　protected　the　Missionaries　and　Christians，　especially

in　the　province　of　Nghe　An．

　　　　The　Tayson　era　was　a　particularly　formative　period　of　the

Christian　community　in　North　Vietnam　as　it　developed　under　and

endured　suppression　in　the　XIXth　century．
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